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2024 ホームカミングデーに集合した「４の会」のみなさん

2024 ホームカミングデー2024 ホームカミングデー 日時／令和６年８月17日（土）12：00〜

　

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
担
当「
４
の
会
」の
会
合

は
初
回
か
ら
波
乱
含
み
の
展
開
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年

ま
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
学
校
で
開
催
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
、こ
れ
は
致
し
方
の
な
い
事
で
し
た
。し
か
し
今
年
は

コ
ロ
ナ
が
５
類
感
染
症
と
な
り
、人
の
交
流
も
増
え
て
き

て
、私
ど
も
54
回
の
幹
事
会
で
は
、事
前
に
学
校
開
催
を

前
提
と
し
て
イ
ベン
ト
な
ど
も
考
え
て
い
ま
し
た
、し
か
し

会
の
冒
頭
同
窓
会
本
部
か
ら「
今
年
も
学
校
で
の
開
催
は

で
き
ま
せ
ん
。」と
言
わ
れ
、「
４
の
会
」の
メ
ン
バ
ー
は
た
ぶ

ん
全
員
納
得
い
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

結
局
、私
ど
も
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
、最
後
は
本
部
が

動
い
て
く
れ
て
、無
事
学
校（
ホ
ー
ム
）に『
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
』が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。そ
の
間
実
行

委
員
長
と
し
て
、多
く
の
先
輩
や
恩
師
に
相
談
し
、助
言

を
い
た
だ
い
た
り
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
始
ま
っ
た【
い

き
さ
つ
】や【
始
め
た
思
い
】な
ど
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、何
と
し
て
も
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
と
い
う
決
意

と
、多
く
の
卒
業
生
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。

　
「
４
の
会
」は
私
ど
も
54
回
生
か
ら
94
回
生
ま
で
の
４

の
つ
く
卒
業
回
生
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、約
半
年
前
か
ら

準
備
し
て
き
ま
し
た
。最
大
40
歳
の
年
の
差
は
あ
り
ま
す

が
、誰
も
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
、ど
ち
ら
か
と
言
う
と
若
い

メ
ン
バ
ー
の
ほ
う
が
積
極
的
に
発
言
し
、能
動
的
に
動
い
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、い
い
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
４
の
会
」の
メ
ン
バ
ー
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、当
日
は
台
風
で
交
通
機
関
が
乱
れ
る
中
、県

内
は
も
と
よ
り
遠
方
よ
り
参
加
い
た
だ
い
た
卒
業
生
、当

日
の
イ
ベン
ト
に
協
力
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
景
品
に
協
賛
い
た

だ
い
た
皆
様
、同
窓
会
本
部
の
方
々
、そ
し
て
濵
田
校
長
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

   　

  

「
４
の
会
」
実
行
委
員
長

            

安
並 

寛
明
（
54
回
生
）

５
年
振
り
の

　
　
　

学
校
開
催
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私が出会った高知出身の作家たち
翻訳家・書評家（ペンネーム  大森 望） 英保 未来 氏（54回生）

さすがの講演でした！「高知出身の作家」って17人もいた
んですね！その全体像がよく理解できました。母校出身
の倉橋由美子、黒鉄ヒロシ、坂東眞砂子先輩方などの、常
人では知りえないようなエピソードを交え、とても興味を
かきたてられるお話でした。特に珍しい話は、英保くんの
幼少時、お家に来たこともあり、家族ぐるみでお付き合い
のあった安岡章太郎の担当編集者になった話。もう一
つ、ご両親とお付き合いのあった「保母のお登美さん」=
「宮尾登美子」に、幼少時の英保くんが子守をしてもらっ
た話。まさに「へ～っ?!そんなことがあったの?!」って感じ
でした。貴重な講演、ありがとう！大盛況でした。
夕部 哲也（54回生）

講 演 会

深層読み入門講座
　～文学作品の行間を読み取るパターンを紹介～

元土佐中高等学校教諭　広井 護 先生（48回生）
広井先生の記念授業には、定員80名を大きく上回る、約110名の方に
お越しいただき、実行委員や当日スタッフも生徒の一員として参加しま
した。物語を文字通りに読むのではなく、その奥の「深層」を読む楽しさ
を体感できた50分間でした。
記念授業を快く引き受けてくださった広井先生、開催にあたりご尽力い
ただいた先生、事務局の方々、実行委員の皆さまに心からお礼申し上げ
ます。 小谷 玲誉（94回生）

講 演 & 試 会飲

日時／令和６年８月17日（土）12:00～

ブラインドテイスティングってなに?!

二年連続世界ブラインドテイスティング選手権日本代表
二度の日本ソムリエ協会主催ブラインドテイスティング
コンテスト日本一 大倉野 泰造 氏（74回生）
学校ではワインではなく、市販のお茶でブラインドテイス
ティングを参加者全員が体験。実に興味深く、味や香りを文
章で表現する奥深さを感じました。
10年ぶりの参加でしたが、久しく会っていない同級生との
再会、懐かしいにも程がありました。来年も楽しみです。
吉松 孝（74回生）

５年ぶりの母校開催となったホームカミングデー。
印象に残ったのは、来てくださった皆様の嬉しそうな表情。
そこには「母校」という場所に対する得も言われぬ懐かしみが感じられ、お手伝いの身としては
「学校で開催出来て本当に良かった」としみじみと感じました。
この笑顔が、これからも世代を超えて永く続いていきます様に。窪田 淳夫（64回生）

講 演
未来の社長トーク！～継がない時代に継ぐ理由～

池田 真浩 氏（83回生）西川屋老舗 13代目跡取り
伊藤 ちひろ 氏（84回生）栄光工業 代表取締役社長

登壇者２人は跡取りとなるまでの経緯と事業への思いを語り、約60人
がじっと耳を傾けました。２人のトークの共通点は、経営者として働
くおじいさまやご両親が「楽しそうに仕事をしているように見えた」と
いう点。〝継がない時代に継ぐ理由〟の一端が垣間見えました。
竹内 悠理菜（84回生）

▲同窓生でいっぱいの会場

2024 ホーム カミング デー2024 ホーム カミング デー 筆山ホール

特 別 業授

大倉野氏と同級生の74回生たち
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来年のホームカミングデー　2025年8月16日（土）開催予定

「４の会」実行委員の皆さん

ブラインド
テイスティング
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会
　
長

西
山 

彰
一（
48
回
生
）

本
部
活
動
報
告

★
５
年
ぶ
り
の
学
校
で
の

　
　
　
　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
!!

　
５
年
ぶ
り
に
２
０
２
４
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
総
会
が
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
の
11
月
の
段
階
で
は
コ
ロ
ナ
禍

が
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
と
は
い
え
、従
来
の

学
校
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
を
学

校
に
要
請
す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。年
が
明
け
た
３
月
の
実
行
委
員
会
に

て
、安
並
寛
明（
54
回
生
）実
行
委
員
長
な

ら
び
に「
４
の
会
」の
皆
さ
ん
よ
り
、是
非
と

も
学
校
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
を

検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
受
け
て
、私
は
、

濵
田
一
志
校
長
先
生
を
始
め
幹
部
教
職
員

の
方
々
に
お
目
に
か
か
り
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
学
校
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
の
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、学
校
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
は
、そ
れ
ぞ
れ

に
土
佐
中
・
高
等
学
校
の
学
び
舎
の
雰
囲

気
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、感
慨
深
く
、校
風

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。改
め
て
、学
び
舎
で
実
施
す
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
す
ば
ら
し
さ
を
再

認
識
し
、重
ね
て
今
回
の
実
施
に
向
け
て
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
教
職
員
の
皆
様
に

感
謝
す
る
と
共
に
、「
４
の
会
」の
み
な
さ
ま

に
よ
って
新
た
な
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
が
加
え
ら

れ
、「
５
の
会
」の
み
な
さ
ま
に
バ
ト
ン
が
引
き

継
が
れ
た
こ
と
に
感
動
と
感
謝
の
気
持
ち
が

深
ま
って
参
り
ま
す
。

★
本
部
支
部
連
絡
協
議
会

　
８
月
17
日
の
総
会
開
催
前
の
11
時
30
分

よ
り
12
時
30
分
ま
で
学
校
の
中
会
議
室
で

同
窓
会
本
部
・
支
部
連
絡
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
支
部
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
歩
み
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
、数
々
の
制
約
を
乗
り

越
え
な
が
ら
、次
に
つ
な
げ
る
知
恵
や
工
夫

が
こ
れ
か
ら
活
き
て
く
る
も
の
と
確
信
し
ま

し
た
。

　
本
部
か
ら
は
支
部
支
援
の
補
助
金
の
現

状
と
課
題
な
ど
に
つい
て
説
明
、協
議
を
い
た

し
ま
し
た
。ま
た
、本
部
の
矢
野
幹
事
長
か

ら
は
、関
東
で
実
施
さ
れ
て
い
る『
池
田
基

金
』に
つい
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
共

有
を
関
東
支
部
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

2024年度「同窓会運営協力金」のお願い2024年度「同窓会運営協力金」のお願い

○協 力 金　会員１人　１年間　3，０００円
○対　　象　高知県に在住の会員と７支部に属さない会員
○集金方法　郵便振替・コンビニ振込・PayPay
　　　　　 銀行振込　土佐中高等学校同窓会
　　　　　　

○会報誌「向陽」に振込用紙同封
　何卒、同窓会運営にご理解・ご協力をお願い致します。 
       土佐中・高等学校同窓会　 会長  西山 彰一（48回生） 

四国銀行潮江支店（普）114-5126968
高知銀行南支店（普）004-3031800

★
２
０
２
５
会
員
名
簿
の
表
紙
絵
は「
黒
鉄

ヒ
ロ
シ（
41
回
生
）」さ
ん
に
決
定
！

　
２
０
２
５
会
員
名
簿
の
表
紙
を
、黒
鉄

ヒ
ロ
シ
さ
ん
が
描
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
宛
て
た

黒
鉄
ヒ
ロ
シ
さ
ん
の
直
筆
の
心
温
ま
る
お

手
紙
を
、総
会
に
て
ご
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
、会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
黒
鉄
ヒ
ロ
シ
さ
ん
は
、ご
存
知
の
よ
う
に
、

幕
末
を
題
材
に
し
た
歴
史

漫
画
で
特
に
評
判
を
集
め
、

「
ひ
み
こ
ー
ッ
」「
赤
兵
衛
」

「
新
選
組
」な
ど
で
、数
々
の

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
名
簿
調
査（
来
年
５
月
）の
お
知
ら
せ

　
来
年
５
月
に
は
、全
同
窓
生
宛
に
名
簿
調

査
の
ハ
ガ
キ
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、ご
回
答

を
必
ず
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ご
回
答
が
な
い

場
合
、お
電
話
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

会員情報の

変更はこちらから→

関東支部
　門田道也 支部長（52回生）
　町田憲昭 副幹事長（67回生）
東海支部
　瀨沼憲司 事務局長（64回生）
関西支部
　藤原由親 幹事長（65回生）
香川支部
　服部哲郎 支部長（43回生）
徳島支部
　菊池義倫 事務局長（52回生）
広島支部
　北村弘和 支部長（52回生）
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在
り
し
日
を
偲
び
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 来年のホームカミングデー　2025年8月16日（土）開催予定

「４の会」実行委員の皆さん

ブラインド
テイスティング
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▲まんが同好会、まんが甲子園準優勝

▲海外研修　オックスフォード大学にて▲運動会のやぐら全景

「
さ
あ
、
土
佐
の
本
領
発
揮
だ
」

　
同
窓
会
の
皆
様
、
平
素
よ
り
学
校
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
学
校
を
た
いへ
ん
綺
麗
に

使
って
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
卒
業
し
た
99
回
生
は
コ
ロ
ナ
復
帰
１
年

目
の
世
代
で
す
。
先
輩
た
ち
の
お
手
本
を
十

分
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、様
々

な
行
事
を
見
事
に
乗
り
切
っ
て
後
輩
た
ち
に
バ

ト
ン
を
繋
い
で
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
進
路
に

つ
い
て
は
国
公
立
大
学
現
役
合
格
者
数
１
６
０

名
と
い
う
土
佐
高
史
上
最
高
の
数
字
も
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
同
窓
会
も
学
校
も
ま
さ
に
土
佐
の
本
領
発

揮
の
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
の
本
校

の
様
子
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
基
本
情
報
】

　
生
徒
数
は
、
中
学
７
５
９
名
、
高
校
８
７

９
名
の
合
計
１
６
３
８
名
、
１
ク
ラ
ス
約
50
人

で
、
男
女
比
は
お
よ
そ
３
：
２
で
す
。

【
授
業
】

　
高
校
の
時
間
数
は
月
曜
日
７
限
、
火
〜
金

６
限
、土
４
限
で
す
。
現
高
３
（
１
０
０
回
生
）

か
ら
、
共
通
テ
ス
ト
で
新
教
科
「
情
報
」
が

追
加
さ
れ
る
た
め
、
小
テ
ス
ト
や
長
期
休
み
の

補
習
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

整
備
も
着
々
と
進
み
、
授
業
で
の
ク
ロ
ム
ブ
ッ

ク
の
活
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

【
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
】
は
中
学
５
月
18
・
19
日
、

高
校
７
月
17
・
18
日
に
学
校
グ
ラ
、
新
グ
ラ
、

市
営
体
育
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
、

バ
レ
ー
、
ド
ッ
ジ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー

の
５
種
目
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

【
高
校
部
活
動
】は
８
月
の
北
部
九
州
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
は
５
競
技
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
、
ハン

ド
ボ
ー
ル
女
、自
転
車
、水
泳
、陸
上
）で
あ
り
、

中
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
で
は
ベ
ス
ト
16

ま
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
で
臨
む

夏
季
大
会
で
は
６
競
技
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
、

テ
ニ
ス
男
女
、自
転
車
、陸
上
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

が
県
で
優
勝
し
活
気
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
部
は
様
々
な
全
国
大
会
に
参
加
し
４

競
技
（
放
送
、
棋
道
、
ま
ん
が
、
華
道
）
が

全
国
入
賞
レ
ベ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

ま
ん
が
同
好
会
は
ま
ん
が
甲
子
園
で
準
優
勝

と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
昨
年
と
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
と
い
う
物

語
は
他
の
生
徒
た
ち
に
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
中
学
部
活
動
】
は
四
国
大
会
に
12
競
技
が
、

全
中
に
は
４
競
技
（
水
泳
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
弓
道
）
が
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
中
で
も
水
泳
部
の
三
善
君
は
４
０
０ｍ

個
人
メ
ド
レ
ー
に
て
県
中
学
新
記
録
を
出
し
て

全
国
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。
文
化
部
も
棋
道
、

放
送
、
英
語
研
究
、
総
合
科
学
が
全
国
大
会

で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
国
際
交
流
】
は
、
８
月
５
日
〜
16
日
イ
ギ
リ

ス
研
修
に
20
名
、８
月
17
日
〜
26
日
ニュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
研
修
に
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
現
地
の
高
校
に
て
海
外
の
文
化
に
ふ

れ
、
積
極
的
に
会
話
を
す
る
勇
気
が
身
に
付

い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
８
月
20
日
〜
26
日
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
運
動
会
】
は
雨
天
で
１

日
順
延
し
９
月
23
日

（
月
）
秋
晴
れ
の
中
行

わ
れ
、
や
ぐ
ら
の
立
体

感
、
進
行
の
ス
ピ
ー
ド
、

応
援
合
戦
、ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
な
ど
圧
巻
で
し
た
。

優
勝
の
行
方
は
最
後
の

競
技
ま
で
も
つ
れ
、
赤

組
の
３
年
ぶ
り
優
勝
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【
財
務
状
況
】

　
新
校
舎
建
築
の
借
入

金
の
返
済
な
ど
長
期
計

画
は
順
調
で
す
。
物
価

高
騰
に
よ
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
増
加
し
て

お
り
、
新
世
紀
募
金
を
大
い
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
健
全
な
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　

　

 

学
校
近
況
報
告

学
校
長

濵
田 

一
志
（
58
回
生
）
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創部当時、川﨑家道場をお借りして（右端／元吉先生）

手狭、危険⁉ 
部員70人がひしめき合う現弓道場▲新世紀募金

　 

は
じ
め
に

　
卒
業
生
の
皆
様
、私
は
65
回
生
の
佐
野

良
仁
と
申
し
ま
す
。土
佐
中
・
高
等
学
校

弓
道
部
で
弓
道
を
始
め
て
、高
知
医
科
大

学
、そ
し
て
今
も
弓
道
を
続
け
て
弓
歴
40

年
に
な
り
ま
す
。顧
問
の
松
﨑
大
征
先
生
、

日
比
康
貴
先
生
、山
脇
康
司
先
生
が
日
頃

の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、邪
魔
を
し
な
い

程
度
に
時
々
弓
道
場
で
昇
段
審
査
前
の
射

技
・
体
配
の
指
導
に
伺
って
い
ま
す
。

　 

弓
道
場
建
替

　
土
佐
中
・
高
等
学
校
弓
道
場
は
楽
し
い

想
い
出
が
いっ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
懐
か
し
い
場
所

で
す
。そ
の
弓
道
場
が
老
朽
化
と
部
員
の
増

加
で
手
狭
と
な
り
、安
全
性
が
確
保
し
づ
ら

く
な
っ
た
た
め
建
替
工
事
予
定
、令
和
７
年

度
の
運
動
会
後
に
取
り
壊
し
を
始
め
る
と

濵
田
一
志
校
長
先
生
か
ら
伺
い
ま
し
た
。無

理
も
あ
り
ま
せ
ん
。私
が
生
徒
の
時
か
ら
壁

に
穴
が
開
き
、床
も「
こ
こ
を
踏
む
べ
か
ら

ず
」の
場
所
が
あ
り
、シ
ャッ
タ
ー
の
支
柱
を

立
て
る
に
は
ミ
リ
単
位
の
熟
練
の
技
が
必
要

で
上
手
く
嵌
って
も
シ
ャッ
タ
ー
を
閉
め
る
に

は
ぶ
ら
下
が
っ
て
反
動
を
つ
け
な
い
と
閉
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た（
床
や
シ
ャッ
タ
ー
は
そ
の

後
改
修
さ
れ
ま
し
た
が
す
で
に
経
年
劣
化

を
き
た
し
て
い
ま
す
）。

　
創
部
に
つ
い
て
は
河
野
剛
久
さ
ん（
34
回

生
・
写
真
右
か
ら
２
人
目
）の
手
記
を
い
た

だ
き
、昭
和
31
年
の
春
で
初
代
顧
問
は
元
吉

和
夫
教
諭（
通
称
：
ガ
ン
キ
チ
先
生
）と
い
う

事
が
わ
か
り
ま
し
た
。そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
弓

道
場
は
な
く
、本
校
創
立
者
の
川
﨑
幾
三
郎

氏
が
戦
後
に
私
費
で
建
設
し
て
い
た
個
人
弓

道
場
で
練
習
し
た
そ
う
で
す
。現
在
の
弓
道

場
は
築
60
年
前
後
に
な
る
よ
う
で
す
が

「
昭
和
何
年
何
月
に
建
っ
た
の
か
不
明
」

で
す
。
ど
な
た
か
ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 

弓
道
場
お
別
れ
会

　
思
い
出
の
詰
ま
る
弓
道
場
の
取
り
壊
し

前
に
弓
道
部
O
B
／
O
G
に
可
能
な
限
り

連
絡
し
て
道
場
に
集
結
し
、『
弓
道
場
お
別

れ
会
』を
開
催
し
よ
う
！
と
考
え
て
い
ま

す
。発
起
人
は
濱
松
晶
彦
さ
ん（
54
回
生
）、

田
中
信
久
さ
ん（
61
回
生
）、永
野
修
さ
ん

（
62
回
生
）、正
岡
陽
一
郎
さ
ん（
72
回
生
）、

私
・
佐
野
良
仁（
65
回
生
）で
す
。そ
の
夜

に
は
弓
道
部
卒
業
生
で
大
懇
親
会
を
し
よ

う
！
と
計
画
し
て
い
ま
す
。「
ま
だ
予
想
が
つ

か
な
い
け
ど
、２
０
０
人
以
上
か
も
し
れ
な

い
。」と
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
、三
翠
園
の
大

宴
会
場
を
予
約
済
で
す
。日
時
は
令
和
７

年
10
月
12
日（
日
）の
夜
で
す
。さ
あ
、も
う

後
に
は
引
け
ま
せ
ん
。濵
田一志
校
長
先
生
、

道
場
解
体
は
ど
う
か
こ
の
日
以
降
で
交
渉

お
願
い
し
ま
す
。弓
道
部
卒
業
生
の
皆
様
、

「
蓋
を
開
け
た
ら
20
数
名
だ
っ
た…

」と

な
る
と
佐
野
は
困
り
果
て
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
う
か
奮
って
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、今

か
ら
予
定
表
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、各
学
年
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
依
頼
し

て
、ご
案
内
の
た
め
の
連
絡
網
を
構
築
し
て

も
ら
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

　 

ご
支
援
の
お
願
い

　
皆
様
に
お
願
い
で
す
。弓
道
場
建
替
に
は

大
変
な
費
用
が
掛
か
る
そ
う
で
す
。生
徒

た
ち
が
新
道
場
で
安
心
・
安
全
に
練
習
で

き
る
よ
う
に
、ど
う
か
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。弓
道
部
は
男
女
と
も
県
内
で
１
、２

位
を
争
う
強
豪
に
な
り
、全
国
大
会
に
も
し

ば
し
ば
出
場
し
て
お
り
ま
す
。今
年
８
月
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
案
内
時
に
同
封
さ
れ

た
払
込
用
紙（
来
年
も
同
封
予
定
）あ
る
い

は
、左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
新
世
紀
募
金

に
て
　
ク
ラ
ブ
活
動（
指
定
↓
弓
道
部
）と

ご
指
定
い
た
だ
い
て
募
金
を
お
願
い
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。弓
道
部
卒
業
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
ご
支
援
の
ほ
ど
、何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
野 

良
仁
（
65
回
生
）

弓
道
場
の
建
替
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
て
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藤
岡 

優
太
（
58
回
生
）

進
路
部
長

2
0
2
4
年
度
大
学
入
試
総
括 

進学計過現私立大学

進学計過現私立大学

進学計過現公立大学

進学計過現公立大学 進学計過現私立大学

◆
は
じ
め
に
◆
　

　
共
通
テ
ス
ト
も
4
年
目
。初
年
度（
96
回
生
）

か
ら
高
知
大（
朝
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
）を
会
場
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
試
験
で
し
た
が
、2
ケ
タ
回
生
最

後
と
な
る
99
回
生
の
共
通
テ
ス
ト
は
高
知
県
立

大（
永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。開

始
以
来
、定
ま
ら
な
い
試
験
難
度
に
加
え
、コ
ロ

ナ
対
応
な
ど「
落
ち
着
か
な
い
試
験
」で
あ
っ
た

共
通
テ
ス
ト
で
す
が
、4
回
目
を
迎
え
、少
し
は
落
ち
着
い
て
き
た
で

し
ょ
う
か
…
。

　
さ
て
、99
回
生
は
新
課
程
入
試
を
翌
年
に
控
え
た
学
年
で
し
た
。

志
望
調
査
の
段
階
で
は
、安
全
志
向
の
強
ま
り
は
み
ら
れ
ず
、「
こ
の

ま
ま
最
後
ま
で
や
り
き
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」と
確
信
す
る
一
方
、「
最

終
的
に
自
己
採
点
後
の
出
願
で
は
、安
全
志
向
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
―
」。そ
ん
な
心
配
も
頭
を
よ
ぎ
る
複
雑
な
心
境
の
中
で

の
２
０
２
４
年
度
入
試
で
し
た
が
、生
徒
た
ち
は一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
志
望
に
向
け
た
努
力
を
重
ね
、安
易
な
方
向
に
走
る
こ
と
な
く
受

験
に
立
ち
向
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。学
年
団
の
先
生
方
も
そ
ん
な
生
徒

た
ち
を
最
後
ま
で
応
援
し
続
け
、素
晴
ら
し
い
成
果
を
収
め
て

く
れ
ま
し
た
。

◆
２
０
２
４
年
度
入
試
結
果
◆

　
２
０
２
４
年
度
入
試
の
現
役（
99
回
生
）の
国
公
立
大
学
の

合
格
数
は
１
６
０
、合
格
率
は
85・1
%
。2
年
前
、2
0
2
2

年
度
入
試
結
果
報
告
で

　『
ま
ず
、特
筆
す
べ
き
は
、現
役
の
国
公
立
大
学
の
合
格
数

１
５
０
、合
格
率
87・3
%
で
す
。こ
の
成
績
は
、見
事
な
成
績

を
修
め
た
一
昨
年（
95
回
生
）の
合
格
数
１
４
６
。合
格
率
80
・

9
%
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、脅
威
的
な
数
字
で
す
。…
』

と
書
き
ま
し
た
。こ
の
結
果
報
告
は
決
し
て
大
げ
さ
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
成
績
は
、そ
れ
く
ら
い
私
に
と
っ
て
強
烈

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
数
字
で
し
た
。し
か
し
、ま
さ
か
2
年

後
の
国
公
立
合
格
数
が
１
６
０
に
な
ろ
う
と
は
…
。こ
の
結
果

に
は
言
葉
も
出
な
い
く
ら
い
本
当
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、難
関
大
に
関
し
て
も
、東
京
大
7
名（
現
役
4
名
）、

京
都
大
10
名（
現
役
8
名
）、大
阪
大
8
名（
現
役
8
名
）と
見

事
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。国
公
立
大
医
学
部
医
学
科
の
合

格
数
26
名（
現
役
18
名
）も
見
事
で
す
。

　
以
下
、重
複
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
２
０
２
４
年
度
入

試
結
果
の
抜
粋
で
す
。

◇
現
役
国
公
立
大
合
格
数
◇

　
1
6
0
　
昨
年
1
3
8
　
一
昨
年
1
5
0

◇
現
役
私
立
大
合
格
数
◇

　
5
1
3
　
昨
年
4
6
3
　
一
昨
年
4
6
5

◇
国
公
立
大
医
学
部
医
学
科
◇ 

　
26
名（
現
役
18
名
+
既
卒
8
名
）

　
昨
年
21
名（
現
役
12
名
+
既
卒
9
名
）　

◇
難
関
国
公
立
大（
旧
7
帝
大・神
戸・一
橋・東
工
）◇

　
59
名（
現
役
46
名
+
既
卒
13
名
）

　
昨
年
40
名（
現
役
33
名
+
既
卒
7
名
）　

◇
東
大・京
大
◇

　
東
京
大
：
7
名（
現
役
4
名
+
既
卒
3
名
）

　
昨
年
5
名（
現
役
4
名
+
既
卒
1
名
）　

　
京
都
大
：
10
名（
現
役
8
名
+
既
卒
2
名
）

　
昨
年
8
名（
現
役
6
名
+
既
卒
2
名
）

◆
２
０
２
５
年
度
入
試
に
向
け
て
◆

　
２
０
２
５
年
度
入
試
か
ら
、い
よ
い
よ
3
ケ
タ
回
生
が
登
場
し

ま
す
。そ
の
幕
開
け
と
な
る
１
０
０
回
生
の
入
試
は
新
課
程
入

試
。共
通
テ
ス
ト
で
は
、新
教
科「
情
報
」に
加
え
、国
語
や
数
学

②
の
試
験
時
間
延
長
と
ま
す
ま
す
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す

が
、最
後
ま
で
粘
り
強
く
頑
張
り
通
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

進学計過現国立大学

進学計過現公立大学 進学計過現短大・大学校・海外大など

4
1
1
1
4
1
1
1
1
1
2
3
1
1
2
2
1
1
8
1
2
8

13

1
15
8
1
4
6
3
24
3
1
1

1
129
109

3

2
1
2

2

1
4
1

2

3
1
1
6
2

1

32
31

4
1
1
1
7
1
1
1
3
2
4
3
1
1
2
2
1
1
10
1
2
8
1
17
1
1
15
10
1
7
7
4
30
5
1
1
1
1

161
140

3
1
1
1
7
1
1
1
3
2
4
3
1
1
1
2
1
1
10
1
2
8
1
16
1
1
15
9
1
6
6
4
27
4

1

1
149
131

北海道大
東北大
茨城大
筑波大
東京大
東京医科歯科大
東京工業大
お茶の水女子大
東京学芸大
東京農工大
一橋大
横浜国立大
信州大
岐阜大
静岡大
名古屋大
名古屋工業大
滋賀大
京都大
京都教育大
京都工芸繊維大
大阪大
大阪教育大
神戸大
奈良女子大
島根大
岡山大
広島大
山口大
徳島大
香川大
愛媛大
高知大
九州大
長崎大
熊本大
宮崎大
鹿児島大
　　　 計
　   昨　　年

福岡大
崇城大
立命館アジア太平洋大
　　　 計
　　昨　　年

1
1

513
463

1

1
166
157

2
1
1

679
620

1

109
110

就職
短大
防衛大学校
防衛医科大学校
職業能力開発総合大学校
The University of Auckland
専門学校

1
1
2
2
1

2
1

1
1
2
2
1
1
2

1
1

1
2

東京女子大
東京農業大
東京薬科大
東京理科大
東洋大
二松学舎大
日本大
法政大
星薬科大
東京都市大
明治大
明治学院大
明治薬科大
立教大
早稲田大
桜美林大
帝京大
杏林大
東京工芸大
横浜薬科大
麻布大
神奈川歯科大
朝日大
中京大
藤田医科大
愛知医科大
京都産業大
京都女子大
京都薬科大
同志社大
同志社女子大
立命館大
龍谷大
大阪経済大
大阪工業大
摂南大
大阪医科薬科大
大阪電気通信大
追手門学院大
関西大
関西医科大
近畿大
大和大
甲南大
神戸学院大
神戸薬科大
兵庫大
関西学院大
兵庫医科大
奈良大
岡山理科大
川崎医科大
就実大
川崎医療福祉大
福山大
日本赤十字広島看護大
四国大
徳島文理大
松山大
高知学園大
久留米大

1
1
2
10
1
1
3
4
1
1
16
1
2
8
17
1
1

1
1
1

1
2

6
1
5
32
1
46
31
2
7
3
5
1
3
33
1
65
3
8
5
9
1
74
1
1
1
1
1
4
2
1

8
7
1

3

5
2

1
6
2

4
1
1

7

1

1
1
3
1
1
1
2
3
10
1
17
1
1

2
2

3
1
29

1

12

3
2

1

1

1
4
2
15
3
1
4
10
3
1
20
2
3
8
24
1
1
1
1
1
1
1
1
4
3
1
7
3
8
42
2
63
32
3
7
5
7
1
3
36
2
94
3
8
5
10
1
86
1
1
4
3
1
4
2
1
1
8
7
1
1

1

2

1
3
1

3

1

9
1
1

1

1
1

1

1

2
10

5
8
2
2

4

2
1
3

2

12
1

1
3

2
1

1

岩手医科大
東北医科薬科大
国際医療福祉大
自治医科大
千葉工業大
青山学院大
学習院大
北里大
慶應義塾大
國學院大
駒澤大
芝浦工業大
順天堂大
上智大
成城大
専修大
中央大
東海大
東京慈恵会医科大

2

1
11
3
1
10
3
3
4
1
5

1
19

1
1
1
1

3
8

1

3
1
2
2
5
1
1

1
1
3
1
1
11
3
4
18
3
4
4
4
6
2
3
24
1
1

1

1

1

3
1
1
1
1
1

5
1
1

高崎経済大
前橋工科大
東京都立大
横浜市立大
岐阜薬科大
滋賀県立大
京都府立大
京都府立医科大
大阪公立大
兵庫県立大
和歌山県立医科大
下関市立大
周南公立大
高知県立大
高知工科大
　　　 計
　　昨　　年　　　　　　　　　　　　　　　　

5
1

1
1
13
1
1
1
1
1
5
31
29

1
1

1
1

1
2

1
8
3

1
1
5
1
1
1
1
2
15
1
1
1
1
1
6
39
32

1

4
1

1
1
11
1
1
1
1
1
3
27
28
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挫
折
か
ら
生
ま
れ
た

想
定
外
の
夢
、
実
現
へ

（
92
回
生
）

岡
本 

大
地

カ
ー
レ
ー
サ
ー

　
地
元
の
中
学
か
ら

              

土
佐
高
校
へ
入
学

　
中
学
生
時
代
は
地
元
・
土
佐
市
の
公
立

中
学
校
に
入
学
し
、平
日
は
塾
へ
通
い
勉
強
。

土
曜
日
、日
曜
日
は
、県
内
唯
一
の
野
球
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。地
元
の
中

学
に
通
い
な
が
ら
、勉
強
も
野
球
も
そ
れ
な

り
に
う
ま
く
い
き
、勉
強
の
成
績
は
常
に
上

位
、野
球
で
は
全
国
大
会
に
何
度
も
出
場
し

て
自
分
の
将
来
の
可
能
性
に
胸
躍
ら
せ
て
い

ま
し
た
。中
学
卒
業
後
は
、ず
っ
と
目
標
だ
っ

た
土
佐
高
校
に
入
学
し
、引
き
続
き
中
学
時

代
の
勉
強
と
野
球
を
両
立
さ
せ
る
思
い
で
鼻

息
を
荒
く
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、実
際
に

高
校
生
活
が
始
ま
る
と
、勉
強
に
つい
て
い
け

ず
、部
活
も
夜
遅
く
ま
で
。さ
ら
に
実
家
の

土
佐
市
か
ら
学
校
ま
で
自
転
車
で
通
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、往
復
２
時
間
の
通
学
時
間
が

必
要
と
な
り
、中
学
時
代
と
は
比
べ
物
に
な

ら
な
い
ほ
ど
、自
身
を
疲
弊
さ
せ
て
い
ま
し

た
。

　
入
学
後
２
ヶ
月
で
挫
折

　
到
底
、勉
強
も
野
球
も
打
ち
込
め
る
よ
う

な
身
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョン
で
は
な
く
、ど
れ
か

を
切
り
捨
て
る
必
要
が
あ
り
、10
年
以
上
取

り
組
ん
で
い
た
野
球
を
辞
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。土
佐
高
校
を
卒
業
し
て
大
好
き
な

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
社
会
人
野
球
に
所
属
し

プ
ロ
の
選
手
を
目
指
す
。高
校
入
学
前
に
描

い
て
い
た
将
来
図
が
、入
学
後
た
っ
た
２
ヶ
月

で
白
紙
へ
と
な
り
ま
し
た
。夢
を
失
い
、特
に

目
標
も
無
い
ま
ま
学
校
生
活
を
送
り
、ま
さ

に
も
ぬ
け
の
殻
状
態
で
し
た
。次
第
に
、勉
強

を
す
る
や
り
が
い
を
失
い
、昔
か
ら
好
き
だ
っ

た
レ
ー
ス
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
こ
と
で
自

分
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。学
校
が
終
わ
っ
て
帰

宅
し
た
ら
す
ぐ
に
P
C
を
起
動
、課
題
や
受

験
勉
強
を
す
る
こ
と
も
な
く
、レ
ー
ス
ゲ
ー
ム

に
熱
中
す
る
毎
日
で
し
た
。

　
人
生
を
変
え
た

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
高
校
２
年
生
の
時
に
自
分
の
人
生
を
変

え
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
会
い
ま
す
。そ
れ
は

「
ゲ
ー
ム
の
世
界
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョン
を
し
て
、

生
き
残
れ
ば
現
実
の
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ス
に

参
戦
す
る
権
利
を
与
え
る
」と
い
う
も
の
で

し
た
。全
世
界
で
行
わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開
催
さ
れ
、こ
の
シ
ュ
ー
ト

ア
ウ
ト
に
生
き
残
る
た
め
に
、よ
り
一
層
毎

日
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。そ
し
て
、な
ん
と

か
予
選
を
勝
ち
抜
き
決
勝
戦
へ
と
駒
を
進

め
ま
し
た
。レ
ー
ス
の
開
催
時
間
は
欧
米
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
が
基
準
と
な
る
こ
と
か

ら
、日
本
で
は
平
日
の
午
前
中
に
レ
ー
ス
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
日
の
学
校
の

授
業
は
寝
坊
か
仮
病
で
遅
れ
て
行
っ
た
気
が

し
ま
す
。結
果
的
に
は
世
界
９
位
で
レ
ー
ス

を
終
え
る
こ
と
に
な
り
、シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
の

結
果
を
待
ち
ま
し
た
が
、そ
の
レ
ー
ス
で
10

位
だ
っ
た
人
が
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
勝
ち
取

り
現
実
の
レ
ー
ス
に
参
戦
す
る
権
利
を
得
ま

し
た
。「
な
ん
で
自
分
よ
り
順
位
低
か
っ
た

の
に…

」た
だ
た
だ
悔
し
い
想
い
で
し
た
が
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
自
分
の
中
で

「
現
実
の
レ
ー
ス
に
出
た
い
！
」と
い
う
想
い

が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
現
実
の
レ
ー
ス
へ
、

　
そ
し
て
カ
ー
レ
ー
サ
ー
と
し
て

　
高
校
３
年
生
の
時
、費
用
負
担
が
少
な
く

参
戦
で
き
る
特
別
な
レ
ー
ス
が
韓
国
で
開
催

さ
れ
る
と
い
う
情
報
を
知
り
、こ
の
レ
ー
ス
に

参
戦
し
た
い
と
い
う
想
い
で
校
長
先
生
へ「
自

動
車
免
許
の
取
得
」と「
海
外
レ
ー
ス
へ
の
参

加
」を
直
談
判
し
に
行
き
ま
す
。担
任
の
先

生
と
両
親
の
お
か
げ
で
、当
時
の
校
長
が
快

諾
し
て
く
だ
さ
り
、レ
ー
ス
参
戦
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
以
降
は
、現
実
の
レ
ー
ス
に
の
め
り
込

み
、高
校
卒
業
後
の
進
路
で
は
大
学
進
学
を

せ
ず
に
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
レ
ー
ス
村
に
行

く
と
い
う
決
断
を
し
ま
し
た
。バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
レ
ー
サ
ー
養
成
所
に
通
っ
た
り
、レ
ー

シ
ン
グ
チ
ー
ム
に
拾
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が

ら
の
20
代
前
半
を
過
ご
し
、そ
の
後
の
キ
ャ
リ

ア
は
レ
ー
ス
１
色
で
、地
元
企
業
を
中
心
に
ス

ポ
ン
サ
ー
や
メ
ー
カ
ー
が
バ
ッ
ク
に
付
い
て
く

れ
た
こ
と
で
、現
在
も
地
道
な
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、プ
ロ
シ
リ
ー
ズ
の
レ
ー
ス
に
参
戦

し
な
が
ら
ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ
リ
へ
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
目
指

し
活
動
し
て
い

ま
す
。ま
た
、自

身
の
レ
ー
シ
ン
グ

チ
ー
ム
を
設
立

し
、新
た
な
レ
ー

ス
ビ
ジ
ネ
ス
を

構
築
し
よ
う
と

模
索
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

〈9〉



大町桂月（『評伝 大町桂月』より） 巨大な開校記念碑 筆山の麓に落成した校舎、右手に開校記念碑

恩師ケーベル博士

学友 中城直正

桂浜の桂月先生記念碑（永国雅彦撮）

土佐中学 三根校長

判
・
怨
嗟
の
感
情
を
含
ん
で
い
る
と
解
釈
。

文
学
作
品
を
批
評
す
る
の
に
特
定
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
モ
ラ
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す
の
は
過

誤
で
、
両
者
と
も
ま
だ
若
く
、
文
学
論
争
と

し
て
は
未
熟
だ
っ
た
。
ま
た
杉
浦
の
国
粋
主

義
は
、
狭
隘
・
固
陋
の
思
想
で
は
な
く
、
開

明
的
・
改
良
主
義
的
・
進
歩
主
義
的
で
、
大

町
も
そ
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
。〉

　
明
治
初
期
に
は
西
洋
列
強
に
よ
る
ア
ジ
ア

侵
略
や
、
明
治
新
政
府
の
行
き
過
ぎ
た
欧
化

主
義
も
あ
り
、
若
者
が
国
粋
主
義
に
惹
か
れ

た
の
も
理
解
で
き
る
。
大
町
と
同
時
期
に
帝

大
を
目
指
し
て
い
た
中
城
直
正
（
筆
者
の
本

家
嫡
男
）
も
、
や
は
り
杉
浦
重
剛
の
私
塾
に

出
入
り
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
杉
浦
夫
人
が

土
佐
出
身
・
千
頭
清
臣
（
貴
族
院
議
員
）
の

妹
で
あ
っ
た
縁
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
土
佐

出
身
の
若
き
学
徒
は
、
千
頭
や
佐
々
木
高
行

公
爵
な
ど
中
央
で
活
躍
す
る
土
佐
人
の
世
話

を
受
け
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。
そ
し

て
、
1
8
9
3
（
明
治
26
）
年
に
大
町
は
帝

大
の
国
文
、ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
中
城
は
国
史
、

長
崎
県
出
身
の
三
根
円
次
郎
は
哲
学
に
、
入

桂
月
と
三
根
は
帝
大
時
代
の
友
人

　
桂
月
の
本
名
は
大
町
芳
衛
で
、
1
8
6
9

（
明
治
２
）
年
高
知
市
で
元
土
佐
藩
士
の
家

に
生
ま
れ
る
。
早
く
に
上
京
し
て
苦
学
し
な

が
ら
国
粋
主
義
者
・
杉
浦
重
剛
や
作
家
・
落
合

直
文
の
も
と
で
学
び
、
1
8
9
3
年
に
帝
国

大
学
文
科
大
学
（
東
大
文
学
部
の
前
身
）
に

入
学
す
る
。在
学
中
か
ら
美
文
家
で
知
ら
れ
、

卒
業
直
後
に
出
し
た
詩
文
集
『
黄
菊
白
菊
』

が
青
年
た
ち
か
ら
熱
狂
的
な
人
気
を
得
る
。

以
来
、評
論
・
紀
行
・
随
筆
を
精
力
的
に
執
筆
。

日
露
戦
争
中
に
は
、
与
謝
野
晶
子
が
出
征
し

た
戦
線
の
弟
に
呼
び
か
け
た
詩
「
君
死
に
た

ま
ふ
こ
と
勿
か
れ
」
を
、
国
家
に
対
す
る
危

険
思
想
と
し
て
激
し
く
攻
撃
し
て
話
題
に
な

る
。

　
大
町
文
学
研
究
者
の
高
橋
正
（
24
回
・
高

知
高
専
教
授
）
は
著
書
『
評
伝
　
大
町
桂
月
』

（
高
知
市
民
図
書
館
）で
、こ
う
論
じ
て
い
る
。

〈
晶
子
の
詩
は
弟
へ
の
肉
親
の
思
い
を
歌
い

上
げ
た
素
朴
な
作
品
。
桂
月
の
批
判
は
こ
の

詩
が
単
な
る
反
戦
詩
で
な
く
、
天
皇
へ
の
批

　
母
校
の
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

２
０
２
０
年
に
刊
行
さ
れ
た『
創
立
百
年

史
』は
、千
ペ
ー
ジ
近
い
大
著
で
あ
り
、そ
の

冒
頭
と
末
尾
に「
開
校
記
念
碑
文
」が
大

き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。だ
が
校
歌
や
寮
歌

に
つ
い
て
は
、本
文
で
作
曲
家
・
作
詞
家
に

つ
い
て
の
紹
介
が
添
え
て
あ
る
の
に
、開
校
記

念
碑
文
に
つ
い
て
は
、
「
大
町
桂
月
撰 

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
、
川
﨑
・
宇
田
両

家
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
と
し
て
保

護
者
が
建
立
。
戦
災
で
焼
失
し
た
が
創
立
50

周
年
を
機
に
振
興
会
が
碑
文
を
銅
板
に
刻
む

形
で
復
刻
」
と
記
す
の
み
だ
。
記
念
碑
建
立

の
主
旨
も
建
立
者
も
疑
問
だ
し
、
碑
文
の
筆

者
紹
介
も
な
い
。

　
特
に
筆
者
の
大
町
桂
月
に
つ
い
て
は
、
当

時
の
盛
名
振
り
を
知
る
人
も
少
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
人
物
像
と
土
佐
中
と
の
関

係
、
そ
し
て
開
校
記
念
碑
の
建
立
主
旨
と
建

立
者
、
こ
の
碑
に
対
す
る
生
徒
の
受
け
止
め

方
を
、
紹
介
検
討
し
た
い
。（
文
中
敬
称
略
、

肩
書
は
現
役
当
時
、
引
用
文
は
原
文
の
ま
ま
）

学
す
る
。
ま
だ
教
授
の
主
流
は
外
国
人
で
、

そ
の
講
義
は
英
語
だ
っ
た
。
帝
大
で
中
城

は
ド
イ
ツ
人
リ
ー
ス
か
ら
近
代
実
証
史
学

を
学
び
、
中
学
教
師
を
経
て
初
代
高
知
県

立
図
書
館
長
に
な
る
。
三
根
は
や
は
り
ド

イ
ツ
人
ケ
ー
ベ
ル
か
ら
西
洋
哲
学
を
教
わ

り
、
各
県
の
中
学
教
諭
・
校
長
を
経
て
、

新
設
の
私
立
土
佐
中
校
長
に
迎
え
ら
れ
る
。

三
根
が
土
佐
中
に
赴
任
し
た
こ
ろ
、
大
町

も
東
京
に
出
て
以
来
38
年
ぶ
り
に
初
め
て

の
帰
郷
を
果
た
し
、
高
知
で
再
会
す
る
。

な
お
明
治
期
に
は
、
多
く
の
県
で
中
学
校

（
５
年
で
卒
業
）
が
最
高
学
府
で
あ
っ
た
。

　
大
町
は
帝
大
卒
業
後
に
島
根
県
で
一
時

中
学
教
諭
を
し
て
い
た
が
、
明
治
後
期
か

ら
大
正
に
か
け
て
は
著
名
な
文
学
者
と
し

て
全
国
を
行
脚
、
各
地
の
山
野
を
巡
っ
て

は
紀
行
文
や
随
筆
を
執
筆
、
そ
の
疲
れ
を

酒
で
癒
や
す
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
い
わ

ば
今
日
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
で

あ
っ
た
。
そ
の
雅
号
・
桂
月
は
郷
里
の

月
の
名
所
・
桂
浜
か
ら
取
っ
た
も
の
だ

が
、訪
ね
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

い
つ
し
か
望
郷
の
念
止
み
難
く
な
り
、

1
9
1
8（
大
正
７
）年
に
姉
や
弟
子
の
作
家
・

田
中
貢
太
郎
（
高
知
市
仁
井
田
出
身
・
大

人
気
の
大
衆
作
家
）
と
と
も
に
帰
高
、
先

祖
の
墓
参
後
に
は
月
の
名
所
桂
浜
、
浦
戸

湾
口
を
挟
ん
だ
対
岸
の
田
中
家
、
さ
ら
に

県
内
の
景
勝
地
を
探
訪
、
40
日
間
に
わ
た
っ

て
酒
漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し
て
帰
京
す
る
。

こ
の
際
に
桂
浜
で
詠
ん
だ
「
見
よ
や
見
よ

　
み
な
月
の
み
の
か
つ
ら
浜
　
海
の
お
も

よ
り
い
づ
る
月
か
げ
」
が
、
桂
月
先
生
記

念
碑
に
刻
ま
れ
て
、
浜
辺
に
建
っ
て
い
る
。

　
1
9
2
0
（
大
正
９
）
年
４
月
に
桂
月

は
再
度
帰
高
、
半
年
間
滞
在
し
て
足
摺
か

ら
甲
浦
ま
で
回
っ
て
い
る
。
県
立
図
書
館

長
に
な
っ
て
い
た
中
城
直
正
の
こ
の
年
の

日
誌
（
高
知
市
民
図
書
館
「
中
城
文
庫
」
蔵
）

に
、「
９
月
17
日
大
町
桂
月
来
室
」「
11
月

10
日
土
佐
中
三
根
校
長
面
会
」
と
あ
り
、

大
町
・
三
根
と
そ
れ
ぞ
れ
再
会
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
三
根
は
こ
の
時
期
に
大

町
と
も
会
い
、
開
校
記
念
碑
の
碑
文
執
筆

を
直
接
依
頼
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
人

気
絶
頂
の
名
文
家
・
大
町
に
よ
る
碑
文
は
、

こ
う
し
て
で
き
た
の
だ
。

記
念
碑
主
文
は
建
学
主
旨
「
人
材
の
養
成
」

　
1
9
3
0
（
昭
和
５
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
は
、
ま
ず
「
開
校
記

念
の
碑
」
と
し
て
碑
文
の
全
文
を
掲
載
、

つ
い
で
校
歌
、
設
立
趣
意
書
、
目
次
と
続
く
。

趣
意
書
に
は
、「
修
業
後
ㇵ
進
ン
デ
上
級
学

校
ニ
向
ヒ
他
日
国
家
ノ
翹
望
ス
ル
人
士
ノ

輩
出
ヲ
期
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
「
川
﨑
宇
田
財
団
法
人
寄
附
行
為
」

第
一
條
は
、「
本
財
團
法
人
ㇵ
国
家
有
爲
ノ

人
材
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
中
學
校

を
經
營
ス
ル
」
と
明
記
、
開
校
記
念
碑
の

主
文
は
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る
。
末
尾
の

「（
宇
田
・
川
﨑
）
二
氏
の
恩
に
報

ず
る
」
は
、
生
徒
へ
の
「
財
団
設

立
者
へ
の
報
恩
の
念
を
忘
れ
な
い

よ
う
」
と
の
桂
月
か
ら
の
呼
び
か

け
で
、
大
事
な
こ
と
だ
が
建
学
の

精
神
と
は
異
な
る
。
混
同
は
避
け

た
い
。
な
お
『
川
﨑
幾
三
郎
翁
傳
』

に
は
、「
趣
意
書
は
開
校
に
さ
き

が
け
て
三
根
校
長
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」

と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
母
校
出
身
の
曽
我
部
・
松
浦

両
校
長
の
あ
と
、
1
9
9
1
年
に
６
代
校

長
と
し
て
森
田
幸
雄
が
着
任
、
宇
田
耕
也

（
創
立
者
の
一
人
宇
田
友
四
郎
の
孫
）
理
事

長
と
と
も
に
、
校
長
も
県
立
城
東
中
学
（
現

追
手
前
高
校
）出
身
者
と
な
っ
た
。
す
る
と
、

翌
年
の
『
学
校
案
内
』
に
「
本
校
は
、川
﨑
・

宇
田
財
団
法
人
に
よ
り
、
報
恩
感
謝
の
理

念
の
も
と
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
て
創
立
」

と
大
き
く
う
た
う
。
な
ぜ
か
平
成
の
世
に

な
っ
て
、「
報
恩
感
謝
の
理
念
」
が
建
学
の

精
神
に
新
し
く
加
え
ら
れ
る
。
報
恩
感
謝

の
こ
と
ば
が
登
場
す
る
の
は
三
代
大
嶋
光
次

旅
と
酒
を
愛
し
た
文
人
・
大
町
桂
月

　  

│
開
校
記
念
碑
文
の
筆
者
と
主
旨
を
さ
ぐ
る
│

中
城 

正
堯
（
30
回
生
）

校
長
の
時
代
で
、
そ
の
「
教
育
10
目
標
」

の
一
つ
と
し
て
強
調
さ
れ
た
が
、
建
学
の

精
神
と
し
て
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
森
田

校
長
の
退
任
後
も
、『
学
校
案
内
』
に
こ
の

こ
と
ば
が
使
わ
れ
続
け
た
。
こ
の
間
、
沈

滞
し
た
学
校
を
蘇
ら
せ
る
べ
く
粘
り
強
く

取
り
組
ん
だ
の
が
、
宮
地
貫
一（
21
回
、
文

部
事
務
次
官
）で
あ
っ
た
。
ま
ず
1
9
9
7

年
の
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
復
刻
を
皮
切
り

に
、
主
要
人
事
の
更
新
か
ら
新
校
舎
建
設

ま
で
、
本
来
の
建
学
の
精
神
を
蘇
ら
せ
つ

つ
活
気
あ
ふ
れ
る
21
世
紀
の
土
佐
中
高
へ

と
リ
ー
ド
し
、
創
立
１
０
０
周
年
へ
と
つ

な
ぐ
。

　『
創
立
百
年
史
』
に
は
、「
報
恩
感
謝
は
父

兄
が
考
え
た
も
の
で
、
川
﨑
・
宇
田
氏
は
こ

の
理
念
の
も
と
に
学
校
を
設
立
し
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
あ
る
。
報
恩
感
謝
が
建
学
の
精

神
で
な
い
こ
と
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い

る
が
、「
開
校
記
念
碑
に
由
来
し
」「
父
兄

の
考
え
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
碑
文
に

は
「
父
兄
相
圖
り
碑
を
建
て
ゝ
二
氏
の
功

を
傳
へ
ん
と
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
当

時
父
兄
会
は
存
在
せ
ず
、「
報
恩
感
謝
」
と

い
う
言
葉
も
碑
文
に
は
使
わ
れ
て
な
い
。

三
根
校
長
は
、
発
起
人
で
あ
る
藤
崎
朋
之

（
自
由
民
権
運
動
家
・
高
知
市
長
）
な
ど
の

建
学
主
旨
を
受
け
て
自
ら
ま
と
め
た
「
設

立
趣
意
書
」
と
、
建
学
に
賛
同
し
て
巨
費

を
出
資
し
た
川
﨑
・
宇
田
両
家
の
こ
と
も
含

め
、
開
校
の
経
緯
を
桂
月
に
告
げ
て
碑
文
を

依
頼
、
学
校
と
し
て
建
て
た
の
だ
。
桂
月

は
建
学
の
主
旨
に
加
え
て
二
氏
へ
の
報
恩

を
も
子
弟
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
記
念

碑
の
企
画
・
制
作
・
経
費
の
ど
こ
に
も
「
父

兄
が
建
立
」
の
実
体
は
残
さ
れ
て
な
い
。

そ
れ
に
保
護
者
建
立
な
ら
自
ら
「
父
兄
既

に
恩
を
知
る
」
な
ど
と
は
記
さ
せ
な
い
。

碑
文
後
半
の
「
二
氏
の
恩
」
や
「
君
國
の
恩
」

は
、
い
か
に
も
桂
月
ら
し
い
表
現
で
あ
る
。

記
念
碑
に
は
、
大
町
桂
月
撰
（
文
）、
松
村

翠
濤
書
と
あ
る
の
み
で
建
立
者
名
が
な
い
。

こ
れ
は
父
兄
の
意
を
汲
み
な
が
ら
も
、
学

校
が
建
て
た
か
ら
だ
ろ
う
。
1
9
3
0
年

の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
の
沿
革
に
も
「
大

正
十
二
年
二
月
開
校
記
念
碑
建
設
」
と
あ

る
の
み
だ
。

　
も
う
一
つ
土
佐
中
創
立
当
時
の
三
根
の

意
欲
的
な
行
動
を
あ
げ
れ
ば
、
学
校
用
地

確
保
に
向
け
て
の
東
京
帝
国
大
学
２
年
後

輩
の
寺
田
寅
彦
（
高
知
出
身
・
物
理
学
者
）

訪
問
だ
。
前
出
の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』

に
は
、「
大
正
９
年
７
月
従
来
土
佐
郡
江
ノ

口
町
ニ
於
テ
學
校
敷
地
ヲ
調
査
中
ナ
リ
シ

モ
都
合
ニ
ヨ
リ
仝
郡
潮
江
村
ニ
変
更…

」

の
記
述
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
寺
田
の
大
正

９
年
３
月
の
日
記
に
は
、「
土
佐
中
学
校
長

三
根
円
次
郎
氏
、
川
田
正
徴
氏
の
紹
介
で

来
た
。
中
学
敷
地
予
定
地
に
宅
の
地
所
あ

る
故
安
く
売
っ
て
く
れ
と
い
う
」
と
あ
る
。

寺
田
が
調
べ
る
と
こ
の
地
所
は
す
で
に
先

約
が
あ
り
、
敷
地
は
土
佐
中
設
立
届
け
に

記
載
し
て
あ
っ
た
江
ノ
口
か
ら
潮
江
へ
と

変
更
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
三
根
は

学
校
敷
地
の
購
入
に
も
自
ら
動
き
、
値
下

げ
交
渉
ま
で
し
て
い
た
の
だ
。
紹
介
者
の

川
田
は
、
高
知
出
身
で
東
京
府
立
一
中
校

長
、
三
根
と
と
も
に
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

時
代
の
中
等
教
育
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
。
寺
田
は
三
根
へ
の
お
詫
び
の
印
な
の

か
、
土
佐
中
に
柱
時
計
を
寄
贈
し
て
い
る
。

筆
山
の
麓
「
三
根
先
生
の
大
理
想
」

　
で
は
、
こ
の
「
開
校
記
念
碑
」
を
生
徒

た
ち
は
ど
う
受
け
止
め
て
き
た
か
、
さ
ぐ
っ

て
み
よ
う
。
先
に
紹
介
し
た
高
橋
正（
24
回
）

は
『
評
伝
　
大
町
桂
月
』
で
、
大
町
の
名

を
知
っ
た
の
は
小
学
生
の
こ
ろ
と
し
た
う

え
で
、「
中
学
校
へ
入
学
し
た
折
、〈
筆
山

の
麓
鏡
川
の
畔
校
舎
巍
々
と
し
て…

〉
で

始
ま
る
開
校
記
念
碑
文
を
暗
誦
さ
せ
ら
れ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
高
橋
と
土
佐
中
同

期
で
今
も
元
気
な
山
中
和
正
に
電
話
で
確

認
す
る
と
、「
た
し
か
に
暗
誦
さ
せ
ら
れ
た

が
、
も
う
戦
争
激
化
で
あ
ま
り
熱
心
で
は

な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
記
念
碑
や
校
歌
、

そ
し
て
三
根
校
長
へ
の
思
い
入
れ
も
さ
ほ

ど
な
く
、
の
ち
に
近
藤
久
寿
治
（
６
回
）

先
輩
な
ど
の
熱
い
思
い
に
触
れ
て
お
ど
ろ

い
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、『
三
根
先
生
追
悼
誌
』（
昭
和

18
年
刊
）
に
追
懐
録
を
寄
せ
た
40
名
ほ
ど

の
卒
業
生
（
１
〜
16
回
）
の
文
か
ら
、
記

念
碑
へ
の
言
及
を
調
べ
て
み
た
。
井
上
清

（
７
回
、
京
大
教
授
）
の
「
三
根
圓
次
郎
先

生
略
伝
」
に
碑
文
か
ら
の
一
部
引
用
が
あ

る
の
を
は
じ
め
、
随
所
に
三
根
校
長
の
教

育
理
念
を
碑
文
の
文
言
を
使
っ
て
語
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
初
期
卒
業
生
の
文
に
は

記
念
碑
自
体
に
触
れ
た
も
の
は
な
い
。

　
よ
う
や
く
12
回
の
谷
吉
一
が
「
土
佐
中

學
校
の
清
浄
な
庭
に
あ
る
創
立
記
念
碑
は
、

先
生
の
大
理
想
を
裏
付
け…

、
向
か
う
べ

き
所
を
語
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
14
回
の

松
田
仁
作
は
「
草
創
以
来
人
道
正
義
を
高

唱
し
つ
つ…

、
胸
か
ら
胸
へ
と
伝
え
ら
れ

し
土
中
精
神 

筆
山
の
麓
鏡
川
の
畔
自
由
の

天
地
こ
の
理
想
の
学
園
」
と
記
す
。
16
回

の
川
島
徑
は
「
開
校
記
念
碑
は…

學
校
創

立
の
大
理
想
で
あ
り
、…

土
中
健
児
よ
、

奮
起
せ
よ
」
と
、
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
三
根
校
長
が
健
在
で
自
主
自

律
・
自
学
自
習
を
尊
ぶ
ご
本
人
か
ら
直
接

教
え
を
受
け
た
世
代
と
、
戦
雲
が
迫
る
な

か
二
代
青
木
校
長
に
記
念
碑
文
を
暗
誦
さ

せ
ら
れ
た
世
代
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、

初
期
土
佐
中
生
に
は
学
力
優
秀
な
が
ら
、

家
が
貧
し
く
中
学
に
は
進
め
な
い
境
遇

だ
っ
た
が
、
校
長
の
家
庭
訪
問
に
よ
る
審

査
や
、
給
費
生
制
度
（
授
業
料
免
除
や
学

費
の
支
給
）
の
お
陰
で
学
ぶ
機
会
を
得
た

生
徒
も
お
り
、
開
校
記
念
碑
に
た
よ
る
ま

で
も
な
く
校
長
や
創
立
者
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
冬
籠
帖
』
に
見
る
桂
月
の
晩
年

　
最
後
に
大
町
桂
月
の
最
晩
年
を
紹
介

し
よ
う
。高
知
に
二
度
目
の
帰
郷
後
の
、

1
9
2
2（
大
正
11
）年
か
ら
は『
桂
月
全
集
』

（
全
12
巻
　
興
文
社
）を
刊
行
、
こ
の
頃
か
ら

青
森
県
奥
入
瀬
川
の
蔦
温
泉
を
拠
点
に
、

北
海
道
・
東
北
の
名
山
を
探
勝
、
1
9
2
5

年
６
月
こ
の
蔦
温
泉
で
胃
潰
瘍
の
た
め
永

眠
す
る
。享
年
56
歳
で
あ
っ
た
。奇
し
く
も

同
年
１
月
に
学
友
・
中
城
直
正
も

上
京
中
の
交
通
事
故
が
も
と
で
亡

く
な
る
。数
年
後
、
桂
月
の
絶
筆
と

な
っ
た
『
冬
籠
帖
』
を
次
男
・
大
町

文
衛
（
昆
虫
学
者
・
随
筆
家
）
が
和

綴
の
豆
本
（
106×

83
ミ
リ
）
に
ま
と
め

て
出
版
、
わ
が
家
に
も
そ
の
１
冊
が

虫
食
い
だ
ら
け
だ
が
残
っ
て
い
る
。

　『
冬
籠
帖
』に
は
、
終
の
住
ま
い
と

定
め
た
蔦
温
泉
で
の
、
1
9
2
4
年

末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
暮
ら
し

ぶ
り
と
想
い
が
戯
画
を
交
え
て

綴
っ
て
あ
る
。
雪
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
素
朴
な
村
人
と
交
わ
り
な
が

ら
、
温
泉
と
酒
を
存
分
に
楽
し
ん

で
お
り
、
文
豪
と
い
う
よ
り
剽
軽

な
好
々
爺
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
燃
え

上
が
る
爐
の
火
か
ら
爐
国
（
ロ
シ

ア
）
の
赤
化
を
心
配
し
た
詩
も
あ

る
が
、
多
く
は
厳
寒
の
蔦
温
泉
の

自
然
と
く
ら
し
を
楽
し
げ
に
詠
っ

て
お
り
、
ス
ケ
ッ
チ
も
達
者
な
も

の
だ
。
画
文
を
い
く
つ
か
転
載
し

て
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

　『
向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
寄
稿
文
集

　
　２
０
２
０
│
２
０
２
４
よ
り
』

中
城

　正
堯

30
回
生
。
高
知
市
種
崎
生
ま
れ
。
土
佐

中
高
で
は
新
聞
部
。
学
研
編
集
長
・
く

も
ん
出
版
社
長
・
日
本
城
郭
協
会
理
事

長
を
経
て
、
国
際
浮
世
絵
学
会
理
事
。

〈10〉



大町桂月（『評伝 大町桂月』より） 巨大な開校記念碑 筆山の麓に落成した校舎、右手に開校記念碑

恩師ケーベル博士

学友 中城直正

桂浜の桂月先生記念碑（永国雅彦撮）

土佐中学 三根校長

判
・
怨
嗟
の
感
情
を
含
ん
で
い
る
と
解
釈
。

文
学
作
品
を
批
評
す
る
の
に
特
定
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
モ
ラ
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す
の
は
過

誤
で
、
両
者
と
も
ま
だ
若
く
、
文
学
論
争
と

し
て
は
未
熟
だ
っ
た
。
ま
た
杉
浦
の
国
粋
主

義
は
、
狭
隘
・
固
陋
の
思
想
で
は
な
く
、
開

明
的
・
改
良
主
義
的
・
進
歩
主
義
的
で
、
大

町
も
そ
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
。〉

　
明
治
初
期
に
は
西
洋
列
強
に
よ
る
ア
ジ
ア

侵
略
や
、
明
治
新
政
府
の
行
き
過
ぎ
た
欧
化

主
義
も
あ
り
、
若
者
が
国
粋
主
義
に
惹
か
れ

た
の
も
理
解
で
き
る
。
大
町
と
同
時
期
に
帝

大
を
目
指
し
て
い
た
中
城
直
正
（
筆
者
の
本

家
嫡
男
）
も
、
や
は
り
杉
浦
重
剛
の
私
塾
に

出
入
り
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
杉
浦
夫
人
が

土
佐
出
身
・
千
頭
清
臣
（
貴
族
院
議
員
）
の

妹
で
あ
っ
た
縁
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
土
佐

出
身
の
若
き
学
徒
は
、
千
頭
や
佐
々
木
高
行

公
爵
な
ど
中
央
で
活
躍
す
る
土
佐
人
の
世
話

を
受
け
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。
そ
し

て
、
1
8
9
3
（
明
治
26
）
年
に
大
町
は
帝

大
の
国
文
、ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
中
城
は
国
史
、

長
崎
県
出
身
の
三
根
円
次
郎
は
哲
学
に
、
入

桂
月
と
三
根
は
帝
大
時
代
の
友
人

　
桂
月
の
本
名
は
大
町
芳
衛
で
、
1
8
6
9

（
明
治
２
）
年
高
知
市
で
元
土
佐
藩
士
の
家

に
生
ま
れ
る
。
早
く
に
上
京
し
て
苦
学
し
な

が
ら
国
粋
主
義
者
・
杉
浦
重
剛
や
作
家
・
落
合

直
文
の
も
と
で
学
び
、
1
8
9
3
年
に
帝
国

大
学
文
科
大
学
（
東
大
文
学
部
の
前
身
）
に

入
学
す
る
。在
学
中
か
ら
美
文
家
で
知
ら
れ
、

卒
業
直
後
に
出
し
た
詩
文
集
『
黄
菊
白
菊
』

が
青
年
た
ち
か
ら
熱
狂
的
な
人
気
を
得
る
。

以
来
、評
論
・
紀
行
・
随
筆
を
精
力
的
に
執
筆
。

日
露
戦
争
中
に
は
、
与
謝
野
晶
子
が
出
征
し

た
戦
線
の
弟
に
呼
び
か
け
た
詩
「
君
死
に
た

ま
ふ
こ
と
勿
か
れ
」
を
、
国
家
に
対
す
る
危

険
思
想
と
し
て
激
し
く
攻
撃
し
て
話
題
に
な

る
。

　
大
町
文
学
研
究
者
の
高
橋
正
（
24
回
・
高

知
高
専
教
授
）
は
著
書
『
評
伝
　
大
町
桂
月
』

（
高
知
市
民
図
書
館
）で
、こ
う
論
じ
て
い
る
。

〈
晶
子
の
詩
は
弟
へ
の
肉
親
の
思
い
を
歌
い

上
げ
た
素
朴
な
作
品
。
桂
月
の
批
判
は
こ
の

詩
が
単
な
る
反
戦
詩
で
な
く
、
天
皇
へ
の
批

　
母
校
の
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

２
０
２
０
年
に
刊
行
さ
れ
た『
創
立
百
年

史
』は
、千
ペ
ー
ジ
近
い
大
著
で
あ
り
、そ
の

冒
頭
と
末
尾
に「
開
校
記
念
碑
文
」が
大

き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。だ
が
校
歌
や
寮
歌

に
つ
い
て
は
、本
文
で
作
曲
家
・
作
詞
家
に

つ
い
て
の
紹
介
が
添
え
て
あ
る
の
に
、開
校
記

念
碑
文
に
つ
い
て
は
、
「
大
町
桂
月
撰 

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
、
川
﨑
・
宇
田
両

家
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
と
し
て
保

護
者
が
建
立
。
戦
災
で
焼
失
し
た
が
創
立
50

周
年
を
機
に
振
興
会
が
碑
文
を
銅
板
に
刻
む

形
で
復
刻
」
と
記
す
の
み
だ
。
記
念
碑
建
立

の
主
旨
も
建
立
者
も
疑
問
だ
し
、
碑
文
の
筆

者
紹
介
も
な
い
。

　
特
に
筆
者
の
大
町
桂
月
に
つ
い
て
は
、
当

時
の
盛
名
振
り
を
知
る
人
も
少
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
人
物
像
と
土
佐
中
と
の
関

係
、
そ
し
て
開
校
記
念
碑
の
建
立
主
旨
と
建

立
者
、
こ
の
碑
に
対
す
る
生
徒
の
受
け
止
め

方
を
、
紹
介
検
討
し
た
い
。（
文
中
敬
称
略
、

肩
書
は
現
役
当
時
、
引
用
文
は
原
文
の
ま
ま
）

学
す
る
。
ま
だ
教
授
の
主
流
は
外
国
人
で
、

そ
の
講
義
は
英
語
だ
っ
た
。
帝
大
で
中
城

は
ド
イ
ツ
人
リ
ー
ス
か
ら
近
代
実
証
史
学

を
学
び
、
中
学
教
師
を
経
て
初
代
高
知
県

立
図
書
館
長
に
な
る
。
三
根
は
や
は
り
ド

イ
ツ
人
ケ
ー
ベ
ル
か
ら
西
洋
哲
学
を
教
わ

り
、
各
県
の
中
学
教
諭
・
校
長
を
経
て
、

新
設
の
私
立
土
佐
中
校
長
に
迎
え
ら
れ
る
。

三
根
が
土
佐
中
に
赴
任
し
た
こ
ろ
、
大
町

も
東
京
に
出
て
以
来
38
年
ぶ
り
に
初
め
て

の
帰
郷
を
果
た
し
、
高
知
で
再
会
す
る
。

な
お
明
治
期
に
は
、
多
く
の
県
で
中
学
校

（
５
年
で
卒
業
）
が
最
高
学
府
で
あ
っ
た
。

　
大
町
は
帝
大
卒
業
後
に
島
根
県
で
一
時

中
学
教
諭
を
し
て
い
た
が
、
明
治
後
期
か

ら
大
正
に
か
け
て
は
著
名
な
文
学
者
と
し

て
全
国
を
行
脚
、
各
地
の
山
野
を
巡
っ
て

は
紀
行
文
や
随
筆
を
執
筆
、
そ
の
疲
れ
を

酒
で
癒
や
す
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
い
わ

ば
今
日
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
で

あ
っ
た
。
そ
の
雅
号
・
桂
月
は
郷
里
の

月
の
名
所
・
桂
浜
か
ら
取
っ
た
も
の
だ

が
、訪
ね
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

い
つ
し
か
望
郷
の
念
止
み
難
く
な
り
、

1
9
1
8（
大
正
７
）年
に
姉
や
弟
子
の
作
家
・

田
中
貢
太
郎
（
高
知
市
仁
井
田
出
身
・
大

人
気
の
大
衆
作
家
）
と
と
も
に
帰
高
、
先

祖
の
墓
参
後
に
は
月
の
名
所
桂
浜
、
浦
戸

湾
口
を
挟
ん
だ
対
岸
の
田
中
家
、
さ
ら
に

県
内
の
景
勝
地
を
探
訪
、
40
日
間
に
わ
た
っ

て
酒
漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し
て
帰
京
す
る
。

こ
の
際
に
桂
浜
で
詠
ん
だ
「
見
よ
や
見
よ

　
み
な
月
の
み
の
か
つ
ら
浜
　
海
の
お
も

よ
り
い
づ
る
月
か
げ
」
が
、
桂
月
先
生
記

念
碑
に
刻
ま
れ
て
、
浜
辺
に
建
っ
て
い
る
。

　
1
9
2
0
（
大
正
９
）
年
４
月
に
桂
月

は
再
度
帰
高
、
半
年
間
滞
在
し
て
足
摺
か

ら
甲
浦
ま
で
回
っ
て
い
る
。
県
立
図
書
館

長
に
な
っ
て
い
た
中
城
直
正
の
こ
の
年
の

日
誌
（
高
知
市
民
図
書
館
「
中
城
文
庫
」
蔵
）

に
、「
９
月
17
日
大
町
桂
月
来
室
」「
11
月

10
日
土
佐
中
三
根
校
長
面
会
」
と
あ
り
、

大
町
・
三
根
と
そ
れ
ぞ
れ
再
会
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
三
根
は
こ
の
時
期
に
大

町
と
も
会
い
、
開
校
記
念
碑
の
碑
文
執
筆

を
直
接
依
頼
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
人

気
絶
頂
の
名
文
家
・
大
町
に
よ
る
碑
文
は
、

こ
う
し
て
で
き
た
の
だ
。

記
念
碑
主
文
は
建
学
主
旨
「
人
材
の
養
成
」

　
1
9
3
0
（
昭
和
５
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
は
、
ま
ず
「
開
校
記

念
の
碑
」
と
し
て
碑
文
の
全
文
を
掲
載
、

つ
い
で
校
歌
、
設
立
趣
意
書
、
目
次
と
続
く
。

趣
意
書
に
は
、「
修
業
後
ㇵ
進
ン
デ
上
級
学

校
ニ
向
ヒ
他
日
国
家
ノ
翹
望
ス
ル
人
士
ノ

輩
出
ヲ
期
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
「
川
﨑
宇
田
財
団
法
人
寄
附
行
為
」

第
一
條
は
、「
本
財
團
法
人
ㇵ
国
家
有
爲
ノ

人
材
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
中
學
校

を
經
營
ス
ル
」
と
明
記
、
開
校
記
念
碑
の

主
文
は
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る
。
末
尾
の

「（
宇
田
・
川
﨑
）
二
氏
の
恩
に
報

ず
る
」
は
、
生
徒
へ
の
「
財
団
設

立
者
へ
の
報
恩
の
念
を
忘
れ
な
い

よ
う
」
と
の
桂
月
か
ら
の
呼
び
か

け
で
、
大
事
な
こ
と
だ
が
建
学
の

精
神
と
は
異
な
る
。
混
同
は
避
け

た
い
。
な
お
『
川
﨑
幾
三
郎
翁
傳
』

に
は
、「
趣
意
書
は
開
校
に
さ
き

が
け
て
三
根
校
長
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」

と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
母
校
出
身
の
曽
我
部
・
松
浦

両
校
長
の
あ
と
、
1
9
9
1
年
に
６
代
校

長
と
し
て
森
田
幸
雄
が
着
任
、
宇
田
耕
也

（
創
立
者
の
一
人
宇
田
友
四
郎
の
孫
）
理
事

長
と
と
も
に
、
校
長
も
県
立
城
東
中
学
（
現

追
手
前
高
校
）出
身
者
と
な
っ
た
。
す
る
と
、

翌
年
の
『
学
校
案
内
』
に
「
本
校
は
、川
﨑
・

宇
田
財
団
法
人
に
よ
り
、
報
恩
感
謝
の
理

念
の
も
と
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
て
創
立
」

と
大
き
く
う
た
う
。
な
ぜ
か
平
成
の
世
に

な
っ
て
、「
報
恩
感
謝
の
理
念
」
が
建
学
の

精
神
に
新
し
く
加
え
ら
れ
る
。
報
恩
感
謝

の
こ
と
ば
が
登
場
す
る
の
は
三
代
大
嶋
光
次

旅
と
酒
を
愛
し
た
文
人
・
大
町
桂
月

　  

│
開
校
記
念
碑
文
の
筆
者
と
主
旨
を
さ
ぐ
る
│

中
城 

正
堯
（
30
回
生
）

校
長
の
時
代
で
、
そ
の
「
教
育
10
目
標
」

の
一
つ
と
し
て
強
調
さ
れ
た
が
、
建
学
の

精
神
と
し
て
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
森
田

校
長
の
退
任
後
も
、『
学
校
案
内
』
に
こ
の

こ
と
ば
が
使
わ
れ
続
け
た
。
こ
の
間
、
沈

滞
し
た
学
校
を
蘇
ら
せ
る
べ
く
粘
り
強
く

取
り
組
ん
だ
の
が
、
宮
地
貫
一（
21
回
、
文

部
事
務
次
官
）で
あ
っ
た
。
ま
ず
1
9
9
7

年
の
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
復
刻
を
皮
切
り

に
、
主
要
人
事
の
更
新
か
ら
新
校
舎
建
設

ま
で
、
本
来
の
建
学
の
精
神
を
蘇
ら
せ
つ

つ
活
気
あ
ふ
れ
る
21
世
紀
の
土
佐
中
高
へ

と
リ
ー
ド
し
、
創
立
１
０
０
周
年
へ
と
つ

な
ぐ
。

　『
創
立
百
年
史
』
に
は
、「
報
恩
感
謝
は
父

兄
が
考
え
た
も
の
で
、
川
﨑
・
宇
田
氏
は
こ

の
理
念
の
も
と
に
学
校
を
設
立
し
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
あ
る
。
報
恩
感
謝
が
建
学
の
精

神
で
な
い
こ
と
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い

る
が
、「
開
校
記
念
碑
に
由
来
し
」「
父
兄

の
考
え
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
碑
文
に

は
「
父
兄
相
圖
り
碑
を
建
て
ゝ
二
氏
の
功

を
傳
へ
ん
と
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
当

時
父
兄
会
は
存
在
せ
ず
、「
報
恩
感
謝
」
と

い
う
言
葉
も
碑
文
に
は
使
わ
れ
て
な
い
。

三
根
校
長
は
、
発
起
人
で
あ
る
藤
崎
朋
之

（
自
由
民
権
運
動
家
・
高
知
市
長
）
な
ど
の

建
学
主
旨
を
受
け
て
自
ら
ま
と
め
た
「
設

立
趣
意
書
」
と
、
建
学
に
賛
同
し
て
巨
費

を
出
資
し
た
川
﨑
・
宇
田
両
家
の
こ
と
も
含

め
、
開
校
の
経
緯
を
桂
月
に
告
げ
て
碑
文
を

依
頼
、
学
校
と
し
て
建
て
た
の
だ
。
桂
月

は
建
学
の
主
旨
に
加
え
て
二
氏
へ
の
報
恩

を
も
子
弟
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
記
念

碑
の
企
画
・
制
作
・
経
費
の
ど
こ
に
も
「
父

兄
が
建
立
」
の
実
体
は
残
さ
れ
て
な
い
。

そ
れ
に
保
護
者
建
立
な
ら
自
ら
「
父
兄
既

に
恩
を
知
る
」
な
ど
と
は
記
さ
せ
な
い
。

碑
文
後
半
の
「
二
氏
の
恩
」
や
「
君
國
の
恩
」

は
、
い
か
に
も
桂
月
ら
し
い
表
現
で
あ
る
。

記
念
碑
に
は
、
大
町
桂
月
撰
（
文
）、
松
村

翠
濤
書
と
あ
る
の
み
で
建
立
者
名
が
な
い
。

こ
れ
は
父
兄
の
意
を
汲
み
な
が
ら
も
、
学

校
が
建
て
た
か
ら
だ
ろ
う
。
1
9
3
0
年

の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
の
沿
革
に
も
「
大

正
十
二
年
二
月
開
校
記
念
碑
建
設
」
と
あ

る
の
み
だ
。

　
も
う
一
つ
土
佐
中
創
立
当
時
の
三
根
の

意
欲
的
な
行
動
を
あ
げ
れ
ば
、
学
校
用
地

確
保
に
向
け
て
の
東
京
帝
国
大
学
２
年
後

輩
の
寺
田
寅
彦
（
高
知
出
身
・
物
理
学
者
）

訪
問
だ
。
前
出
の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』

に
は
、「
大
正
９
年
７
月
従
来
土
佐
郡
江
ノ

口
町
ニ
於
テ
學
校
敷
地
ヲ
調
査
中
ナ
リ
シ

モ
都
合
ニ
ヨ
リ
仝
郡
潮
江
村
ニ
変
更…

」

の
記
述
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
寺
田
の
大
正

９
年
３
月
の
日
記
に
は
、「
土
佐
中
学
校
長

三
根
円
次
郎
氏
、
川
田
正
徴
氏
の
紹
介
で

来
た
。
中
学
敷
地
予
定
地
に
宅
の
地
所
あ

る
故
安
く
売
っ
て
く
れ
と
い
う
」
と
あ
る
。

寺
田
が
調
べ
る
と
こ
の
地
所
は
す
で
に
先

約
が
あ
り
、
敷
地
は
土
佐
中
設
立
届
け
に

記
載
し
て
あ
っ
た
江
ノ
口
か
ら
潮
江
へ
と

変
更
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
三
根
は

学
校
敷
地
の
購
入
に
も
自
ら
動
き
、
値
下

げ
交
渉
ま
で
し
て
い
た
の
だ
。
紹
介
者
の

川
田
は
、
高
知
出
身
で
東
京
府
立
一
中
校

長
、
三
根
と
と
も
に
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

時
代
の
中
等
教
育
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
。
寺
田
は
三
根
へ
の
お
詫
び
の
印
な
の

か
、
土
佐
中
に
柱
時
計
を
寄
贈
し
て
い
る
。

筆
山
の
麓
「
三
根
先
生
の
大
理
想
」

　
で
は
、
こ
の
「
開
校
記
念
碑
」
を
生
徒

た
ち
は
ど
う
受
け
止
め
て
き
た
か
、
さ
ぐ
っ

て
み
よ
う
。
先
に
紹
介
し
た
高
橋
正（
24
回
）

は
『
評
伝
　
大
町
桂
月
』
で
、
大
町
の
名

を
知
っ
た
の
は
小
学
生
の
こ
ろ
と
し
た
う

え
で
、「
中
学
校
へ
入
学
し
た
折
、〈
筆
山

の
麓
鏡
川
の
畔
校
舎
巍
々
と
し
て…

〉
で

始
ま
る
開
校
記
念
碑
文
を
暗
誦
さ
せ
ら
れ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
高
橋
と
土
佐
中
同

期
で
今
も
元
気
な
山
中
和
正
に
電
話
で
確

認
す
る
と
、「
た
し
か
に
暗
誦
さ
せ
ら
れ
た

が
、
も
う
戦
争
激
化
で
あ
ま
り
熱
心
で
は

な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
記
念
碑
や
校
歌
、

そ
し
て
三
根
校
長
へ
の
思
い
入
れ
も
さ
ほ

ど
な
く
、
の
ち
に
近
藤
久
寿
治
（
６
回
）

先
輩
な
ど
の
熱
い
思
い
に
触
れ
て
お
ど
ろ

い
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、『
三
根
先
生
追
悼
誌
』（
昭
和

18
年
刊
）
に
追
懐
録
を
寄
せ
た
40
名
ほ
ど

の
卒
業
生
（
１
〜
16
回
）
の
文
か
ら
、
記

念
碑
へ
の
言
及
を
調
べ
て
み
た
。
井
上
清

（
７
回
、
京
大
教
授
）
の
「
三
根
圓
次
郎
先

生
略
伝
」
に
碑
文
か
ら
の
一
部
引
用
が
あ

る
の
を
は
じ
め
、
随
所
に
三
根
校
長
の
教

育
理
念
を
碑
文
の
文
言
を
使
っ
て
語
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
初
期
卒
業
生
の
文
に
は

記
念
碑
自
体
に
触
れ
た
も
の
は
な
い
。

　
よ
う
や
く
12
回
の
谷
吉
一
が
「
土
佐
中

學
校
の
清
浄
な
庭
に
あ
る
創
立
記
念
碑
は
、

先
生
の
大
理
想
を
裏
付
け…

、
向
か
う
べ

き
所
を
語
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
14
回
の

松
田
仁
作
は
「
草
創
以
来
人
道
正
義
を
高

唱
し
つ
つ…

、
胸
か
ら
胸
へ
と
伝
え
ら
れ

し
土
中
精
神 

筆
山
の
麓
鏡
川
の
畔
自
由
の

天
地
こ
の
理
想
の
学
園
」
と
記
す
。
16
回

の
川
島
徑
は
「
開
校
記
念
碑
は…

學
校
創

立
の
大
理
想
で
あ
り
、…

土
中
健
児
よ
、

奮
起
せ
よ
」
と
、
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
三
根
校
長
が
健
在
で
自
主
自

律
・
自
学
自
習
を
尊
ぶ
ご
本
人
か
ら
直
接

教
え
を
受
け
た
世
代
と
、
戦
雲
が
迫
る
な

か
二
代
青
木
校
長
に
記
念
碑
文
を
暗
誦
さ

せ
ら
れ
た
世
代
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、

初
期
土
佐
中
生
に
は
学
力
優
秀
な
が
ら
、

家
が
貧
し
く
中
学
に
は
進
め
な
い
境
遇

だ
っ
た
が
、
校
長
の
家
庭
訪
問
に
よ
る
審

査
や
、
給
費
生
制
度
（
授
業
料
免
除
や
学

費
の
支
給
）
の
お
陰
で
学
ぶ
機
会
を
得
た

生
徒
も
お
り
、
開
校
記
念
碑
に
た
よ
る
ま

で
も
な
く
校
長
や
創
立
者
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
冬
籠
帖
』
に
見
る
桂
月
の
晩
年

　
最
後
に
大
町
桂
月
の
最
晩
年
を
紹
介

し
よ
う
。高
知
に
二
度
目
の
帰
郷
後
の
、

1
9
2
2（
大
正
11
）年
か
ら
は『
桂
月
全
集
』

（
全
12
巻
　
興
文
社
）を
刊
行
、
こ
の
頃
か
ら

青
森
県
奥
入
瀬
川
の
蔦
温
泉
を
拠
点
に
、

北
海
道
・
東
北
の
名
山
を
探
勝
、
1
9
2
5

年
６
月
こ
の
蔦
温
泉
で
胃
潰
瘍
の
た
め
永

眠
す
る
。享
年
56
歳
で
あ
っ
た
。奇
し
く
も

同
年
１
月
に
学
友
・
中
城
直
正
も

上
京
中
の
交
通
事
故
が
も
と
で
亡

く
な
る
。数
年
後
、
桂
月
の
絶
筆
と

な
っ
た
『
冬
籠
帖
』
を
次
男
・
大
町

文
衛
（
昆
虫
学
者
・
随
筆
家
）
が
和

綴
の
豆
本
（
106×

83
ミ
リ
）
に
ま
と
め

て
出
版
、
わ
が
家
に
も
そ
の
１
冊
が

虫
食
い
だ
ら
け
だ
が
残
っ
て
い
る
。

　『
冬
籠
帖
』に
は
、
終
の
住
ま
い
と

定
め
た
蔦
温
泉
で
の
、
1
9
2
4
年

末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
暮
ら
し

ぶ
り
と
想
い
が
戯
画
を
交
え
て

綴
っ
て
あ
る
。
雪
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
素
朴
な
村
人
と
交
わ
り
な
が

ら
、
温
泉
と
酒
を
存
分
に
楽
し
ん

で
お
り
、
文
豪
と
い
う
よ
り
剽
軽

な
好
々
爺
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
燃
え

上
が
る
爐
の
火
か
ら
爐
国
（
ロ
シ

ア
）
の
赤
化
を
心
配
し
た
詩
も
あ

る
が
、
多
く
は
厳
寒
の
蔦
温
泉
の

自
然
と
く
ら
し
を
楽
し
げ
に
詠
っ

て
お
り
、
ス
ケ
ッ
チ
も
達
者
な
も

の
だ
。
画
文
を
い
く
つ
か
転
載
し

て
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

　『
向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
寄
稿
文
集

　
　２
０
２
０
│
２
０
２
４
よ
り
』

中
城

　正
堯

30
回
生
。
高
知
市
種
崎
生
ま
れ
。
土
佐

中
高
で
は
新
聞
部
。
学
研
編
集
長
・
く

も
ん
出
版
社
長
・
日
本
城
郭
協
会
理
事

長
を
経
て
、
国
際
浮
世
絵
学
会
理
事
。

〈11〉



1973（昭和48）年に「父兄一同」によって再建された銅板の開校記念碑

２.巻頭の本人近影、
このコートがお気に入り

４.老人の顔を昔の紅に
かへすは酒の外なかりけり

３.よくしゃべる十三さいの女の子
めしは七杯くひますといふ

１.桂月の絶筆『冬籠帖』
106×83ミリの豆本

5.こころよさ何にたとへむ湯の中の
顔のほてりに雪のちりくる

6.山中四友　読みて書きて一杯のみて大空に
ながむる雪の山の上の月

判
・
怨
嗟
の
感
情
を
含
ん
で
い
る
と
解
釈
。

文
学
作
品
を
批
評
す
る
の
に
特
定
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
モ
ラ
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す
の
は
過

誤
で
、
両
者
と
も
ま
だ
若
く
、
文
学
論
争
と

し
て
は
未
熟
だ
っ
た
。
ま
た
杉
浦
の
国
粋
主

義
は
、
狭
隘
・
固
陋
の
思
想
で
は
な
く
、
開

明
的
・
改
良
主
義
的
・
進
歩
主
義
的
で
、
大

町
も
そ
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
。〉

　
明
治
初
期
に
は
西
洋
列
強
に
よ
る
ア
ジ
ア

侵
略
や
、
明
治
新
政
府
の
行
き
過
ぎ
た
欧
化

主
義
も
あ
り
、
若
者
が
国
粋
主
義
に
惹
か
れ

た
の
も
理
解
で
き
る
。
大
町
と
同
時
期
に
帝

大
を
目
指
し
て
い
た
中
城
直
正
（
筆
者
の
本

家
嫡
男
）
も
、
や
は
り
杉
浦
重
剛
の
私
塾
に

出
入
り
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
杉
浦
夫
人
が

土
佐
出
身
・
千
頭
清
臣
（
貴
族
院
議
員
）
の

妹
で
あ
っ
た
縁
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
土
佐

出
身
の
若
き
学
徒
は
、
千
頭
や
佐
々
木
高
行

公
爵
な
ど
中
央
で
活
躍
す
る
土
佐
人
の
世
話

を
受
け
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。
そ
し

て
、
1
8
9
3
（
明
治
26
）
年
に
大
町
は
帝

大
の
国
文
、ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
中
城
は
国
史
、

長
崎
県
出
身
の
三
根
円
次
郎
は
哲
学
に
、
入

桂
月
と
三
根
は
帝
大
時
代
の
友
人

　
桂
月
の
本
名
は
大
町
芳
衛
で
、
1
8
6
9

（
明
治
２
）
年
高
知
市
で
元
土
佐
藩
士
の
家

に
生
ま
れ
る
。
早
く
に
上
京
し
て
苦
学
し
な

が
ら
国
粋
主
義
者
・
杉
浦
重
剛
や
作
家
・
落
合

直
文
の
も
と
で
学
び
、
1
8
9
3
年
に
帝
国

大
学
文
科
大
学
（
東
大
文
学
部
の
前
身
）
に

入
学
す
る
。在
学
中
か
ら
美
文
家
で
知
ら
れ
、

卒
業
直
後
に
出
し
た
詩
文
集
『
黄
菊
白
菊
』

が
青
年
た
ち
か
ら
熱
狂
的
な
人
気
を
得
る
。

以
来
、評
論
・
紀
行
・
随
筆
を
精
力
的
に
執
筆
。

日
露
戦
争
中
に
は
、
与
謝
野
晶
子
が
出
征
し

た
戦
線
の
弟
に
呼
び
か
け
た
詩
「
君
死
に
た

ま
ふ
こ
と
勿
か
れ
」
を
、
国
家
に
対
す
る
危

険
思
想
と
し
て
激
し
く
攻
撃
し
て
話
題
に
な

る
。

　
大
町
文
学
研
究
者
の
高
橋
正
（
24
回
・
高

知
高
専
教
授
）
は
著
書
『
評
伝
　
大
町
桂
月
』

（
高
知
市
民
図
書
館
）で
、こ
う
論
じ
て
い
る
。

〈
晶
子
の
詩
は
弟
へ
の
肉
親
の
思
い
を
歌
い

上
げ
た
素
朴
な
作
品
。
桂
月
の
批
判
は
こ
の

詩
が
単
な
る
反
戦
詩
で
な
く
、
天
皇
へ
の
批

　
母
校
の
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

２
０
２
０
年
に
刊
行
さ
れ
た『
創
立
百
年

史
』は
、千
ペ
ー
ジ
近
い
大
著
で
あ
り
、そ
の

冒
頭
と
末
尾
に「
開
校
記
念
碑
文
」が
大

き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。だ
が
校
歌
や
寮
歌

に
つ
い
て
は
、本
文
で
作
曲
家
・
作
詞
家
に

つ
い
て
の
紹
介
が
添
え
て
あ
る
の
に
、開
校
記

念
碑
文
に
つ
い
て
は
、
「
大
町
桂
月
撰 

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
、
川
﨑
・
宇
田
両

家
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
と
し
て
保

護
者
が
建
立
。
戦
災
で
焼
失
し
た
が
創
立
50

周
年
を
機
に
振
興
会
が
碑
文
を
銅
板
に
刻
む

形
で
復
刻
」
と
記
す
の
み
だ
。
記
念
碑
建
立

の
主
旨
も
建
立
者
も
疑
問
だ
し
、
碑
文
の
筆

者
紹
介
も
な
い
。

　
特
に
筆
者
の
大
町
桂
月
に
つ
い
て
は
、
当

時
の
盛
名
振
り
を
知
る
人
も
少
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
人
物
像
と
土
佐
中
と
の
関

係
、
そ
し
て
開
校
記
念
碑
の
建
立
主
旨
と
建

立
者
、
こ
の
碑
に
対
す
る
生
徒
の
受
け
止
め

方
を
、
紹
介
検
討
し
た
い
。（
文
中
敬
称
略
、

肩
書
は
現
役
当
時
、
引
用
文
は
原
文
の
ま
ま
）

学
す
る
。
ま
だ
教
授
の
主
流
は
外
国
人
で
、

そ
の
講
義
は
英
語
だ
っ
た
。
帝
大
で
中
城

は
ド
イ
ツ
人
リ
ー
ス
か
ら
近
代
実
証
史
学

を
学
び
、
中
学
教
師
を
経
て
初
代
高
知
県

立
図
書
館
長
に
な
る
。
三
根
は
や
は
り
ド

イ
ツ
人
ケ
ー
ベ
ル
か
ら
西
洋
哲
学
を
教
わ

り
、
各
県
の
中
学
教
諭
・
校
長
を
経
て
、

新
設
の
私
立
土
佐
中
校
長
に
迎
え
ら
れ
る
。

三
根
が
土
佐
中
に
赴
任
し
た
こ
ろ
、
大
町

も
東
京
に
出
て
以
来
38
年
ぶ
り
に
初
め
て

の
帰
郷
を
果
た
し
、
高
知
で
再
会
す
る
。

な
お
明
治
期
に
は
、
多
く
の
県
で
中
学
校

（
５
年
で
卒
業
）
が
最
高
学
府
で
あ
っ
た
。

　
大
町
は
帝
大
卒
業
後
に
島
根
県
で
一
時

中
学
教
諭
を
し
て
い
た
が
、
明
治
後
期
か

ら
大
正
に
か
け
て
は
著
名
な
文
学
者
と
し

て
全
国
を
行
脚
、
各
地
の
山
野
を
巡
っ
て

は
紀
行
文
や
随
筆
を
執
筆
、
そ
の
疲
れ
を

酒
で
癒
や
す
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
い
わ

ば
今
日
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
で

あ
っ
た
。
そ
の
雅
号
・
桂
月
は
郷
里
の

月
の
名
所
・
桂
浜
か
ら
取
っ
た
も
の
だ

が
、訪
ね
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

い
つ
し
か
望
郷
の
念
止
み
難
く
な
り
、

1
9
1
8（
大
正
７
）年
に
姉
や
弟
子
の
作
家
・

田
中
貢
太
郎
（
高
知
市
仁
井
田
出
身
・
大

人
気
の
大
衆
作
家
）
と
と
も
に
帰
高
、
先

祖
の
墓
参
後
に
は
月
の
名
所
桂
浜
、
浦
戸

湾
口
を
挟
ん
だ
対
岸
の
田
中
家
、
さ
ら
に

県
内
の
景
勝
地
を
探
訪
、
40
日
間
に
わ
た
っ

て
酒
漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し
て
帰
京
す
る
。

こ
の
際
に
桂
浜
で
詠
ん
だ
「
見
よ
や
見
よ

　
み
な
月
の
み
の
か
つ
ら
浜
　
海
の
お
も

よ
り
い
づ
る
月
か
げ
」
が
、
桂
月
先
生
記

念
碑
に
刻
ま
れ
て
、
浜
辺
に
建
っ
て
い
る
。

　
1
9
2
0
（
大
正
９
）
年
４
月
に
桂
月

は
再
度
帰
高
、
半
年
間
滞
在
し
て
足
摺
か

ら
甲
浦
ま
で
回
っ
て
い
る
。
県
立
図
書
館

長
に
な
っ
て
い
た
中
城
直
正
の
こ
の
年
の

日
誌
（
高
知
市
民
図
書
館
「
中
城
文
庫
」
蔵
）

に
、「
９
月
17
日
大
町
桂
月
来
室
」「
11
月

10
日
土
佐
中
三
根
校
長
面
会
」
と
あ
り
、

大
町
・
三
根
と
そ
れ
ぞ
れ
再
会
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
三
根
は
こ
の
時
期
に
大

町
と
も
会
い
、
開
校
記
念
碑
の
碑
文
執
筆

を
直
接
依
頼
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
人

気
絶
頂
の
名
文
家
・
大
町
に
よ
る
碑
文
は
、

こ
う
し
て
で
き
た
の
だ
。

記
念
碑
主
文
は
建
学
主
旨
「
人
材
の
養
成
」

　
1
9
3
0
（
昭
和
５
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
は
、
ま
ず
「
開
校
記

念
の
碑
」
と
し
て
碑
文
の
全
文
を
掲
載
、

つ
い
で
校
歌
、
設
立
趣
意
書
、
目
次
と
続
く
。

趣
意
書
に
は
、「
修
業
後
ㇵ
進
ン
デ
上
級
学

校
ニ
向
ヒ
他
日
国
家
ノ
翹
望
ス
ル
人
士
ノ

輩
出
ヲ
期
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
「
川
﨑
宇
田
財
団
法
人
寄
附
行
為
」

第
一
條
は
、「
本
財
團
法
人
ㇵ
国
家
有
爲
ノ

人
材
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
中
學
校

を
經
營
ス
ル
」
と
明
記
、
開
校
記
念
碑
の

主
文
は
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る
。
末
尾
の

「（
宇
田
・
川
﨑
）
二
氏
の
恩
に
報

ず
る
」
は
、
生
徒
へ
の
「
財
団
設

立
者
へ
の
報
恩
の
念
を
忘
れ
な
い

よ
う
」
と
の
桂
月
か
ら
の
呼
び
か

け
で
、
大
事
な
こ
と
だ
が
建
学
の

精
神
と
は
異
な
る
。
混
同
は
避
け

た
い
。
な
お
『
川
﨑
幾
三
郎
翁
傳
』

に
は
、「
趣
意
書
は
開
校
に
さ
き

が
け
て
三
根
校
長
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」

と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
母
校
出
身
の
曽
我
部
・
松
浦

両
校
長
の
あ
と
、
1
9
9
1
年
に
６
代
校

長
と
し
て
森
田
幸
雄
が
着
任
、
宇
田
耕
也

（
創
立
者
の
一
人
宇
田
友
四
郎
の
孫
）
理
事

長
と
と
も
に
、
校
長
も
県
立
城
東
中
学
（
現

追
手
前
高
校
）出
身
者
と
な
っ
た
。
す
る
と
、

翌
年
の
『
学
校
案
内
』
に
「
本
校
は
、川
﨑
・

宇
田
財
団
法
人
に
よ
り
、
報
恩
感
謝
の
理

念
の
も
と
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
て
創
立
」

と
大
き
く
う
た
う
。
な
ぜ
か
平
成
の
世
に

な
っ
て
、「
報
恩
感
謝
の
理
念
」
が
建
学
の

精
神
に
新
し
く
加
え
ら
れ
る
。
報
恩
感
謝

の
こ
と
ば
が
登
場
す
る
の
は
三
代
大
嶋
光
次

校
長
の
時
代
で
、
そ
の
「
教
育
10
目
標
」

の
一
つ
と
し
て
強
調
さ
れ
た
が
、
建
学
の

精
神
と
し
て
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
森
田

校
長
の
退
任
後
も
、『
学
校
案
内
』
に
こ
の

こ
と
ば
が
使
わ
れ
続
け
た
。
こ
の
間
、
沈

滞
し
た
学
校
を
蘇
ら
せ
る
べ
く
粘
り
強
く

取
り
組
ん
だ
の
が
、
宮
地
貫
一（
21
回
、
文

部
事
務
次
官
）で
あ
っ
た
。
ま
ず
1
9
9
7

年
の
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
復
刻
を
皮
切
り

に
、
主
要
人
事
の
更
新
か
ら
新
校
舎
建
設

ま
で
、
本
来
の
建
学
の
精
神
を
蘇
ら
せ
つ

つ
活
気
あ
ふ
れ
る
21
世
紀
の
土
佐
中
高
へ

と
リ
ー
ド
し
、
創
立
１
０
０
周
年
へ
と
つ

な
ぐ
。

　『
創
立
百
年
史
』
に
は
、「
報
恩
感
謝
は
父

兄
が
考
え
た
も
の
で
、
川
﨑
・
宇
田
氏
は
こ

の
理
念
の
も
と
に
学
校
を
設
立
し
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
あ
る
。
報
恩
感
謝
が
建
学
の
精

神
で
な
い
こ
と
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い

る
が
、「
開
校
記
念
碑
に
由
来
し
」「
父
兄

の
考
え
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
碑
文
に

は
「
父
兄
相
圖
り
碑
を
建
て
ゝ
二
氏
の
功

を
傳
へ
ん
と
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
当

時
父
兄
会
は
存
在
せ
ず
、「
報
恩
感
謝
」
と

い
う
言
葉
も
碑
文
に
は
使
わ
れ
て
な
い
。

三
根
校
長
は
、
発
起
人
で
あ
る
藤
崎
朋
之

（
自
由
民
権
運
動
家
・
高
知
市
長
）
な
ど
の

建
学
主
旨
を
受
け
て
自
ら
ま
と
め
た
「
設

立
趣
意
書
」
と
、
建
学
に
賛
同
し
て
巨
費

を
出
資
し
た
川
﨑
・
宇
田
両
家
の
こ
と
も
含

め
、
開
校
の
経
緯
を
桂
月
に
告
げ
て
碑
文
を

依
頼
、
学
校
と
し
て
建
て
た
の
だ
。
桂
月

は
建
学
の
主
旨
に
加
え
て
二
氏
へ
の
報
恩

を
も
子
弟
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
記
念

碑
の
企
画
・
制
作
・
経
費
の
ど
こ
に
も
「
父

兄
が
建
立
」
の
実
体
は
残
さ
れ
て
な
い
。

そ
れ
に
保
護
者
建
立
な
ら
自
ら
「
父
兄
既

に
恩
を
知
る
」
な
ど
と
は
記
さ
せ
な
い
。

碑
文
後
半
の
「
二
氏
の
恩
」
や
「
君
國
の
恩
」

は
、
い
か
に
も
桂
月
ら
し
い
表
現
で
あ
る
。

記
念
碑
に
は
、
大
町
桂
月
撰
（
文
）、
松
村

翠
濤
書
と
あ
る
の
み
で
建
立
者
名
が
な
い
。

こ
れ
は
父
兄
の
意
を
汲
み
な
が
ら
も
、
学

校
が
建
て
た
か
ら
だ
ろ
う
。
1
9
3
0
年

の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
の
沿
革
に
も
「
大

正
十
二
年
二
月
開
校
記
念
碑
建
設
」
と
あ

る
の
み
だ
。

　
も
う
一
つ
土
佐
中
創
立
当
時
の
三
根
の

意
欲
的
な
行
動
を
あ
げ
れ
ば
、
学
校
用
地

確
保
に
向
け
て
の
東
京
帝
国
大
学
２
年
後

輩
の
寺
田
寅
彦
（
高
知
出
身
・
物
理
学
者
）

訪
問
だ
。
前
出
の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』

に
は
、「
大
正
９
年
７
月
従
来
土
佐
郡
江
ノ

口
町
ニ
於
テ
學
校
敷
地
ヲ
調
査
中
ナ
リ
シ

モ
都
合
ニ
ヨ
リ
仝
郡
潮
江
村
ニ
変
更…

」

の
記
述
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
寺
田
の
大
正

９
年
３
月
の
日
記
に
は
、「
土
佐
中
学
校
長

三
根
円
次
郎
氏
、
川
田
正
徴
氏
の
紹
介
で

来
た
。
中
学
敷
地
予
定
地
に
宅
の
地
所
あ

る
故
安
く
売
っ
て
く
れ
と
い
う
」
と
あ
る
。

寺
田
が
調
べ
る
と
こ
の
地
所
は
す
で
に
先

約
が
あ
り
、
敷
地
は
土
佐
中
設
立
届
け
に

記
載
し
て
あ
っ
た
江
ノ
口
か
ら
潮
江
へ
と

変
更
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
三
根
は

学
校
敷
地
の
購
入
に
も
自
ら
動
き
、
値
下

げ
交
渉
ま
で
し
て
い
た
の
だ
。
紹
介
者
の

川
田
は
、
高
知
出
身
で
東
京
府
立
一
中
校

長
、
三
根
と
と
も
に
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

時
代
の
中
等
教
育
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
。
寺
田
は
三
根
へ
の
お
詫
び
の
印
な
の

か
、
土
佐
中
に
柱
時
計
を
寄
贈
し
て
い
る
。

筆
山
の
麓
「
三
根
先
生
の
大
理
想
」

　
で
は
、
こ
の
「
開
校
記
念
碑
」
を
生
徒

た
ち
は
ど
う
受
け
止
め
て
き
た
か
、
さ
ぐ
っ

て
み
よ
う
。
先
に
紹
介
し
た
高
橋
正（
24
回
）

は
『
評
伝
　
大
町
桂
月
』
で
、
大
町
の
名

を
知
っ
た
の
は
小
学
生
の
こ
ろ
と
し
た
う

え
で
、「
中
学
校
へ
入
学
し
た
折
、〈
筆
山

の
麓
鏡
川
の
畔
校
舎
巍
々
と
し
て…

〉
で

始
ま
る
開
校
記
念
碑
文
を
暗
誦
さ
せ
ら
れ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
高
橋
と
土
佐
中
同

期
で
今
も
元
気
な
山
中
和
正
に
電
話
で
確

認
す
る
と
、「
た
し
か
に
暗
誦
さ
せ
ら
れ
た

が
、
も
う
戦
争
激
化
で
あ
ま
り
熱
心
で
は

な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
記
念
碑
や
校
歌
、

そ
し
て
三
根
校
長
へ
の
思
い
入
れ
も
さ
ほ

ど
な
く
、
の
ち
に
近
藤
久
寿
治
（
６
回
）

先
輩
な
ど
の
熱
い
思
い
に
触
れ
て
お
ど
ろ

い
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、『
三
根
先
生
追
悼
誌
』（
昭
和

18
年
刊
）
に
追
懐
録
を
寄
せ
た
40
名
ほ
ど

の
卒
業
生
（
１
〜
16
回
）
の
文
か
ら
、
記

念
碑
へ
の
言
及
を
調
べ
て
み
た
。
井
上
清

（
７
回
、
京
大
教
授
）
の
「
三
根
圓
次
郎
先

生
略
伝
」
に
碑
文
か
ら
の
一
部
引
用
が
あ

る
の
を
は
じ
め
、
随
所
に
三
根
校
長
の
教

育
理
念
を
碑
文
の
文
言
を
使
っ
て
語
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
初
期
卒
業
生
の
文
に
は

記
念
碑
自
体
に
触
れ
た
も
の
は
な
い
。

　
よ
う
や
く
12
回
の
谷
吉
一
が
「
土
佐
中

學
校
の
清
浄
な
庭
に
あ
る
創
立
記
念
碑
は
、

先
生
の
大
理
想
を
裏
付
け…

、
向
か
う
べ

き
所
を
語
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
14
回
の

松
田
仁
作
は
「
草
創
以
来
人
道
正
義
を
高

唱
し
つ
つ…

、
胸
か
ら
胸
へ
と
伝
え
ら
れ

し
土
中
精
神 

筆
山
の
麓
鏡
川
の
畔
自
由
の

天
地
こ
の
理
想
の
学
園
」
と
記
す
。
16
回

の
川
島
徑
は
「
開
校
記
念
碑
は…

學
校
創

立
の
大
理
想
で
あ
り
、…

土
中
健
児
よ
、

奮
起
せ
よ
」
と
、
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
三
根
校
長
が
健
在
で
自
主
自

律
・
自
学
自
習
を
尊
ぶ
ご
本
人
か
ら
直
接

教
え
を
受
け
た
世
代
と
、
戦
雲
が
迫
る
な

か
二
代
青
木
校
長
に
記
念
碑
文
を
暗
誦
さ

せ
ら
れ
た
世
代
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、

初
期
土
佐
中
生
に
は
学
力
優
秀
な
が
ら
、

家
が
貧
し
く
中
学
に
は
進
め
な
い
境
遇

だ
っ
た
が
、
校
長
の
家
庭
訪
問
に
よ
る
審

査
や
、
給
費
生
制
度
（
授
業
料
免
除
や
学

費
の
支
給
）
の
お
陰
で
学
ぶ
機
会
を
得
た

生
徒
も
お
り
、
開
校
記
念
碑
に
た
よ
る
ま

で
も
な
く
校
長
や
創
立
者
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
冬
籠
帖
』
に
見
る
桂
月
の
晩
年

　
最
後
に
大
町
桂
月
の
最
晩
年
を
紹
介

し
よ
う
。高
知
に
二
度
目
の
帰
郷
後
の
、

1
9
2
2（
大
正
11
）年
か
ら
は『
桂
月
全
集
』

（
全
12
巻
　
興
文
社
）を
刊
行
、
こ
の
頃
か
ら

青
森
県
奥
入
瀬
川
の
蔦
温
泉
を
拠
点
に
、

北
海
道
・
東
北
の
名
山
を
探
勝
、
1
9
2
5

年
６
月
こ
の
蔦
温
泉
で
胃
潰
瘍
の
た
め
永

眠
す
る
。享
年
56
歳
で
あ
っ
た
。奇
し
く
も

同
年
１
月
に
学
友
・
中
城
直
正
も

上
京
中
の
交
通
事
故
が
も
と
で
亡

く
な
る
。数
年
後
、
桂
月
の
絶
筆
と

な
っ
た
『
冬
籠
帖
』
を
次
男
・
大
町

文
衛
（
昆
虫
学
者
・
随
筆
家
）
が
和

綴
の
豆
本
（
106×

83
ミ
リ
）
に
ま
と
め

て
出
版
、
わ
が
家
に
も
そ
の
１
冊
が

虫
食
い
だ
ら
け
だ
が
残
っ
て
い
る
。

　『
冬
籠
帖
』に
は
、
終
の
住
ま
い
と

定
め
た
蔦
温
泉
で
の
、
1
9
2
4
年

末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
暮
ら
し

ぶ
り
と
想
い
が
戯
画
を
交
え
て

綴
っ
て
あ
る
。
雪
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
素
朴
な
村
人
と
交
わ
り
な
が

ら
、
温
泉
と
酒
を
存
分
に
楽
し
ん

で
お
り
、
文
豪
と
い
う
よ
り
剽
軽

な
好
々
爺
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
燃
え

上
が
る
爐
の
火
か
ら
爐
国
（
ロ
シ

ア
）
の
赤
化
を
心
配
し
た
詩
も
あ

る
が
、
多
く
は
厳
寒
の
蔦
温
泉
の

自
然
と
く
ら
し
を
楽
し
げ
に
詠
っ

て
お
り
、
ス
ケ
ッ
チ
も
達
者
な
も

の
だ
。
画
文
を
い
く
つ
か
転
載
し

て
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

　『
向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
寄
稿
文
集

　
　２
０
２
０
│
２
０
２
４
よ
り
』

中
城

　正
堯

30
回
生
。
高
知
市
種
崎
生
ま
れ
。
土
佐

中
高
で
は
新
聞
部
。
学
研
編
集
長
・
く

も
ん
出
版
社
長
・
日
本
城
郭
協
会
理
事

長
を
経
て
、
国
際
浮
世
絵
学
会
理
事
。

〈12〉



1973（昭和48）年に「父兄一同」によって再建された銅板の開校記念碑

２.巻頭の本人近影、
このコートがお気に入り

４.老人の顔を昔の紅に
かへすは酒の外なかりけり

３.よくしゃべる十三さいの女の子
めしは七杯くひますといふ

１.桂月の絶筆『冬籠帖』
106×83ミリの豆本

5.こころよさ何にたとへむ湯の中の
顔のほてりに雪のちりくる

6.山中四友　読みて書きて一杯のみて大空に
ながむる雪の山の上の月

判
・
怨
嗟
の
感
情
を
含
ん
で
い
る
と
解
釈
。

文
学
作
品
を
批
評
す
る
の
に
特
定
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
モ
ラ
リ
ズ
ム
を
持
ち
出
す
の
は
過

誤
で
、
両
者
と
も
ま
だ
若
く
、
文
学
論
争
と

し
て
は
未
熟
だ
っ
た
。
ま
た
杉
浦
の
国
粋
主

義
は
、
狭
隘
・
固
陋
の
思
想
で
は
な
く
、
開

明
的
・
改
良
主
義
的
・
進
歩
主
義
的
で
、
大

町
も
そ
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
。〉

　
明
治
初
期
に
は
西
洋
列
強
に
よ
る
ア
ジ
ア

侵
略
や
、
明
治
新
政
府
の
行
き
過
ぎ
た
欧
化

主
義
も
あ
り
、
若
者
が
国
粋
主
義
に
惹
か
れ

た
の
も
理
解
で
き
る
。
大
町
と
同
時
期
に
帝

大
を
目
指
し
て
い
た
中
城
直
正
（
筆
者
の
本

家
嫡
男
）
も
、
や
は
り
杉
浦
重
剛
の
私
塾
に

出
入
り
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
杉
浦
夫
人
が

土
佐
出
身
・
千
頭
清
臣
（
貴
族
院
議
員
）
の

妹
で
あ
っ
た
縁
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
土
佐

出
身
の
若
き
学
徒
は
、
千
頭
や
佐
々
木
高
行

公
爵
な
ど
中
央
で
活
躍
す
る
土
佐
人
の
世
話

を
受
け
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。
そ
し

て
、
1
8
9
3
（
明
治
26
）
年
に
大
町
は
帝

大
の
国
文
、ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
中
城
は
国
史
、

長
崎
県
出
身
の
三
根
円
次
郎
は
哲
学
に
、
入

桂
月
と
三
根
は
帝
大
時
代
の
友
人

　
桂
月
の
本
名
は
大
町
芳
衛
で
、
1
8
6
9

（
明
治
２
）
年
高
知
市
で
元
土
佐
藩
士
の
家

に
生
ま
れ
る
。
早
く
に
上
京
し
て
苦
学
し
な

が
ら
国
粋
主
義
者
・
杉
浦
重
剛
や
作
家
・
落
合

直
文
の
も
と
で
学
び
、
1
8
9
3
年
に
帝
国

大
学
文
科
大
学
（
東
大
文
学
部
の
前
身
）
に

入
学
す
る
。在
学
中
か
ら
美
文
家
で
知
ら
れ
、

卒
業
直
後
に
出
し
た
詩
文
集
『
黄
菊
白
菊
』

が
青
年
た
ち
か
ら
熱
狂
的
な
人
気
を
得
る
。

以
来
、評
論
・
紀
行
・
随
筆
を
精
力
的
に
執
筆
。

日
露
戦
争
中
に
は
、
与
謝
野
晶
子
が
出
征
し

た
戦
線
の
弟
に
呼
び
か
け
た
詩
「
君
死
に
た

ま
ふ
こ
と
勿
か
れ
」
を
、
国
家
に
対
す
る
危

険
思
想
と
し
て
激
し
く
攻
撃
し
て
話
題
に
な

る
。

　
大
町
文
学
研
究
者
の
高
橋
正
（
24
回
・
高

知
高
専
教
授
）
は
著
書
『
評
伝
　
大
町
桂
月
』

（
高
知
市
民
図
書
館
）で
、こ
う
論
じ
て
い
る
。

〈
晶
子
の
詩
は
弟
へ
の
肉
親
の
思
い
を
歌
い

上
げ
た
素
朴
な
作
品
。
桂
月
の
批
判
は
こ
の

詩
が
単
な
る
反
戦
詩
で
な
く
、
天
皇
へ
の
批

　
母
校
の
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

２
０
２
０
年
に
刊
行
さ
れ
た『
創
立
百
年

史
』は
、千
ペ
ー
ジ
近
い
大
著
で
あ
り
、そ
の

冒
頭
と
末
尾
に「
開
校
記
念
碑
文
」が
大

き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。だ
が
校
歌
や
寮
歌

に
つ
い
て
は
、本
文
で
作
曲
家
・
作
詞
家
に

つ
い
て
の
紹
介
が
添
え
て
あ
る
の
に
、開
校
記

念
碑
文
に
つ
い
て
は
、
「
大
町
桂
月
撰 

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
、
川
﨑
・
宇
田
両

家
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
と
し
て
保

護
者
が
建
立
。
戦
災
で
焼
失
し
た
が
創
立
50

周
年
を
機
に
振
興
会
が
碑
文
を
銅
板
に
刻
む

形
で
復
刻
」
と
記
す
の
み
だ
。
記
念
碑
建
立

の
主
旨
も
建
立
者
も
疑
問
だ
し
、
碑
文
の
筆

者
紹
介
も
な
い
。

　
特
に
筆
者
の
大
町
桂
月
に
つ
い
て
は
、
当

時
の
盛
名
振
り
を
知
る
人
も
少
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
人
物
像
と
土
佐
中
と
の
関

係
、
そ
し
て
開
校
記
念
碑
の
建
立
主
旨
と
建

立
者
、
こ
の
碑
に
対
す
る
生
徒
の
受
け
止
め

方
を
、
紹
介
検
討
し
た
い
。（
文
中
敬
称
略
、

肩
書
は
現
役
当
時
、
引
用
文
は
原
文
の
ま
ま
）

学
す
る
。
ま
だ
教
授
の
主
流
は
外
国
人
で
、

そ
の
講
義
は
英
語
だ
っ
た
。
帝
大
で
中
城

は
ド
イ
ツ
人
リ
ー
ス
か
ら
近
代
実
証
史
学

を
学
び
、
中
学
教
師
を
経
て
初
代
高
知
県

立
図
書
館
長
に
な
る
。
三
根
は
や
は
り
ド

イ
ツ
人
ケ
ー
ベ
ル
か
ら
西
洋
哲
学
を
教
わ

り
、
各
県
の
中
学
教
諭
・
校
長
を
経
て
、

新
設
の
私
立
土
佐
中
校
長
に
迎
え
ら
れ
る
。

三
根
が
土
佐
中
に
赴
任
し
た
こ
ろ
、
大
町

も
東
京
に
出
て
以
来
38
年
ぶ
り
に
初
め
て

の
帰
郷
を
果
た
し
、
高
知
で
再
会
す
る
。

な
お
明
治
期
に
は
、
多
く
の
県
で
中
学
校

（
５
年
で
卒
業
）
が
最
高
学
府
で
あ
っ
た
。

　
大
町
は
帝
大
卒
業
後
に
島
根
県
で
一
時

中
学
教
諭
を
し
て
い
た
が
、
明
治
後
期
か

ら
大
正
に
か
け
て
は
著
名
な
文
学
者
と
し

て
全
国
を
行
脚
、
各
地
の
山
野
を
巡
っ
て

は
紀
行
文
や
随
筆
を
執
筆
、
そ
の
疲
れ
を

酒
で
癒
や
す
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
い
わ

ば
今
日
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
で

あ
っ
た
。
そ
の
雅
号
・
桂
月
は
郷
里
の

月
の
名
所
・
桂
浜
か
ら
取
っ
た
も
の
だ

が
、訪
ね
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

い
つ
し
か
望
郷
の
念
止
み
難
く
な
り
、

1
9
1
8（
大
正
７
）年
に
姉
や
弟
子
の
作
家
・

田
中
貢
太
郎
（
高
知
市
仁
井
田
出
身
・
大

人
気
の
大
衆
作
家
）
と
と
も
に
帰
高
、
先

祖
の
墓
参
後
に
は
月
の
名
所
桂
浜
、
浦
戸

湾
口
を
挟
ん
だ
対
岸
の
田
中
家
、
さ
ら
に

県
内
の
景
勝
地
を
探
訪
、
40
日
間
に
わ
た
っ

て
酒
漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し
て
帰
京
す
る
。

こ
の
際
に
桂
浜
で
詠
ん
だ
「
見
よ
や
見
よ

　
み
な
月
の
み
の
か
つ
ら
浜
　
海
の
お
も

よ
り
い
づ
る
月
か
げ
」
が
、
桂
月
先
生
記

念
碑
に
刻
ま
れ
て
、
浜
辺
に
建
っ
て
い
る
。

　
1
9
2
0
（
大
正
９
）
年
４
月
に
桂
月

は
再
度
帰
高
、
半
年
間
滞
在
し
て
足
摺
か

ら
甲
浦
ま
で
回
っ
て
い
る
。
県
立
図
書
館

長
に
な
っ
て
い
た
中
城
直
正
の
こ
の
年
の

日
誌
（
高
知
市
民
図
書
館
「
中
城
文
庫
」
蔵
）

に
、「
９
月
17
日
大
町
桂
月
来
室
」「
11
月

10
日
土
佐
中
三
根
校
長
面
会
」
と
あ
り
、

大
町
・
三
根
と
そ
れ
ぞ
れ
再
会
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
三
根
は
こ
の
時
期
に
大

町
と
も
会
い
、
開
校
記
念
碑
の
碑
文
執
筆

を
直
接
依
頼
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
人

気
絶
頂
の
名
文
家
・
大
町
に
よ
る
碑
文
は
、

こ
う
し
て
で
き
た
の
だ
。

記
念
碑
主
文
は
建
学
主
旨
「
人
材
の
養
成
」

　
1
9
3
0
（
昭
和
５
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
は
、
ま
ず
「
開
校
記

念
の
碑
」
と
し
て
碑
文
の
全
文
を
掲
載
、

つ
い
で
校
歌
、
設
立
趣
意
書
、
目
次
と
続
く
。

趣
意
書
に
は
、「
修
業
後
ㇵ
進
ン
デ
上
級
学

校
ニ
向
ヒ
他
日
国
家
ノ
翹
望
ス
ル
人
士
ノ

輩
出
ヲ
期
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
「
川
﨑
宇
田
財
団
法
人
寄
附
行
為
」

第
一
條
は
、「
本
財
團
法
人
ㇵ
国
家
有
爲
ノ

人
材
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
中
學
校

を
經
營
ス
ル
」
と
明
記
、
開
校
記
念
碑
の

主
文
は
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る
。
末
尾
の

「（
宇
田
・
川
﨑
）
二
氏
の
恩
に
報

ず
る
」
は
、
生
徒
へ
の
「
財
団
設

立
者
へ
の
報
恩
の
念
を
忘
れ
な
い

よ
う
」
と
の
桂
月
か
ら
の
呼
び
か

け
で
、
大
事
な
こ
と
だ
が
建
学
の

精
神
と
は
異
な
る
。
混
同
は
避
け

た
い
。
な
お
『
川
﨑
幾
三
郎
翁
傳
』

に
は
、「
趣
意
書
は
開
校
に
さ
き

が
け
て
三
根
校
長
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」

と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
母
校
出
身
の
曽
我
部
・
松
浦

両
校
長
の
あ
と
、
1
9
9
1
年
に
６
代
校

長
と
し
て
森
田
幸
雄
が
着
任
、
宇
田
耕
也

（
創
立
者
の
一
人
宇
田
友
四
郎
の
孫
）
理
事

長
と
と
も
に
、
校
長
も
県
立
城
東
中
学
（
現

追
手
前
高
校
）出
身
者
と
な
っ
た
。
す
る
と
、

翌
年
の
『
学
校
案
内
』
に
「
本
校
は
、川
﨑
・

宇
田
財
団
法
人
に
よ
り
、
報
恩
感
謝
の
理

念
の
も
と
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
て
創
立
」

と
大
き
く
う
た
う
。
な
ぜ
か
平
成
の
世
に

な
っ
て
、「
報
恩
感
謝
の
理
念
」
が
建
学
の

精
神
に
新
し
く
加
え
ら
れ
る
。
報
恩
感
謝

の
こ
と
ば
が
登
場
す
る
の
は
三
代
大
嶋
光
次

校
長
の
時
代
で
、
そ
の
「
教
育
10
目
標
」

の
一
つ
と
し
て
強
調
さ
れ
た
が
、
建
学
の

精
神
と
し
て
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
森
田

校
長
の
退
任
後
も
、『
学
校
案
内
』
に
こ
の

こ
と
ば
が
使
わ
れ
続
け
た
。
こ
の
間
、
沈

滞
し
た
学
校
を
蘇
ら
せ
る
べ
く
粘
り
強
く

取
り
組
ん
だ
の
が
、
宮
地
貫
一（
21
回
、
文

部
事
務
次
官
）で
あ
っ
た
。
ま
ず
1
9
9
7

年
の
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
復
刻
を
皮
切
り

に
、
主
要
人
事
の
更
新
か
ら
新
校
舎
建
設

ま
で
、
本
来
の
建
学
の
精
神
を
蘇
ら
せ
つ

つ
活
気
あ
ふ
れ
る
21
世
紀
の
土
佐
中
高
へ

と
リ
ー
ド
し
、
創
立
１
０
０
周
年
へ
と
つ

な
ぐ
。

　『
創
立
百
年
史
』
に
は
、「
報
恩
感
謝
は
父

兄
が
考
え
た
も
の
で
、
川
﨑
・
宇
田
氏
は
こ

の
理
念
の
も
と
に
学
校
を
設
立
し
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
あ
る
。
報
恩
感
謝
が
建
学
の
精

神
で
な
い
こ
と
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い

る
が
、「
開
校
記
念
碑
に
由
来
し
」「
父
兄

の
考
え
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
碑
文
に

は
「
父
兄
相
圖
り
碑
を
建
て
ゝ
二
氏
の
功

を
傳
へ
ん
と
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
当

時
父
兄
会
は
存
在
せ
ず
、「
報
恩
感
謝
」
と

い
う
言
葉
も
碑
文
に
は
使
わ
れ
て
な
い
。

三
根
校
長
は
、
発
起
人
で
あ
る
藤
崎
朋
之

（
自
由
民
権
運
動
家
・
高
知
市
長
）
な
ど
の

建
学
主
旨
を
受
け
て
自
ら
ま
と
め
た
「
設

立
趣
意
書
」
と
、
建
学
に
賛
同
し
て
巨
費

を
出
資
し
た
川
﨑
・
宇
田
両
家
の
こ
と
も
含

め
、
開
校
の
経
緯
を
桂
月
に
告
げ
て
碑
文
を

依
頼
、
学
校
と
し
て
建
て
た
の
だ
。
桂
月

は
建
学
の
主
旨
に
加
え
て
二
氏
へ
の
報
恩

を
も
子
弟
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
記
念

碑
の
企
画
・
制
作
・
経
費
の
ど
こ
に
も
「
父

兄
が
建
立
」
の
実
体
は
残
さ
れ
て
な
い
。

そ
れ
に
保
護
者
建
立
な
ら
自
ら
「
父
兄
既

に
恩
を
知
る
」
な
ど
と
は
記
さ
せ
な
い
。

碑
文
後
半
の
「
二
氏
の
恩
」
や
「
君
國
の
恩
」

は
、
い
か
に
も
桂
月
ら
し
い
表
現
で
あ
る
。

記
念
碑
に
は
、
大
町
桂
月
撰
（
文
）、
松
村

翠
濤
書
と
あ
る
の
み
で
建
立
者
名
が
な
い
。

こ
れ
は
父
兄
の
意
を
汲
み
な
が
ら
も
、
学

校
が
建
て
た
か
ら
だ
ろ
う
。
1
9
3
0
年

の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
の
沿
革
に
も
「
大

正
十
二
年
二
月
開
校
記
念
碑
建
設
」
と
あ

る
の
み
だ
。

　
も
う
一
つ
土
佐
中
創
立
当
時
の
三
根
の

意
欲
的
な
行
動
を
あ
げ
れ
ば
、
学
校
用
地

確
保
に
向
け
て
の
東
京
帝
国
大
学
２
年
後

輩
の
寺
田
寅
彦
（
高
知
出
身
・
物
理
学
者
）

訪
問
だ
。
前
出
の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』

に
は
、「
大
正
９
年
７
月
従
来
土
佐
郡
江
ノ

口
町
ニ
於
テ
學
校
敷
地
ヲ
調
査
中
ナ
リ
シ

モ
都
合
ニ
ヨ
リ
仝
郡
潮
江
村
ニ
変
更…

」

の
記
述
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
寺
田
の
大
正

９
年
３
月
の
日
記
に
は
、「
土
佐
中
学
校
長

三
根
円
次
郎
氏
、
川
田
正
徴
氏
の
紹
介
で

来
た
。
中
学
敷
地
予
定
地
に
宅
の
地
所
あ

る
故
安
く
売
っ
て
く
れ
と
い
う
」
と
あ
る
。

寺
田
が
調
べ
る
と
こ
の
地
所
は
す
で
に
先

約
が
あ
り
、
敷
地
は
土
佐
中
設
立
届
け
に

記
載
し
て
あ
っ
た
江
ノ
口
か
ら
潮
江
へ
と

変
更
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
三
根
は

学
校
敷
地
の
購
入
に
も
自
ら
動
き
、
値
下

げ
交
渉
ま
で
し
て
い
た
の
だ
。
紹
介
者
の

川
田
は
、
高
知
出
身
で
東
京
府
立
一
中
校

長
、
三
根
と
と
も
に
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

時
代
の
中
等
教
育
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
。
寺
田
は
三
根
へ
の
お
詫
び
の
印
な
の

か
、
土
佐
中
に
柱
時
計
を
寄
贈
し
て
い
る
。

筆
山
の
麓
「
三
根
先
生
の
大
理
想
」

　
で
は
、
こ
の
「
開
校
記
念
碑
」
を
生
徒

た
ち
は
ど
う
受
け
止
め
て
き
た
か
、
さ
ぐ
っ

て
み
よ
う
。
先
に
紹
介
し
た
高
橋
正（
24
回
）

は
『
評
伝
　
大
町
桂
月
』
で
、
大
町
の
名

を
知
っ
た
の
は
小
学
生
の
こ
ろ
と
し
た
う

え
で
、「
中
学
校
へ
入
学
し
た
折
、〈
筆
山

の
麓
鏡
川
の
畔
校
舎
巍
々
と
し
て…

〉
で

始
ま
る
開
校
記
念
碑
文
を
暗
誦
さ
せ
ら
れ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
高
橋
と
土
佐
中
同

期
で
今
も
元
気
な
山
中
和
正
に
電
話
で
確

認
す
る
と
、「
た
し
か
に
暗
誦
さ
せ
ら
れ
た

が
、
も
う
戦
争
激
化
で
あ
ま
り
熱
心
で
は

な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
記
念
碑
や
校
歌
、

そ
し
て
三
根
校
長
へ
の
思
い
入
れ
も
さ
ほ

ど
な
く
、
の
ち
に
近
藤
久
寿
治
（
６
回
）

先
輩
な
ど
の
熱
い
思
い
に
触
れ
て
お
ど
ろ

い
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、『
三
根
先
生
追
悼
誌
』（
昭
和

18
年
刊
）
に
追
懐
録
を
寄
せ
た
40
名
ほ
ど

の
卒
業
生
（
１
〜
16
回
）
の
文
か
ら
、
記

念
碑
へ
の
言
及
を
調
べ
て
み
た
。
井
上
清

（
７
回
、
京
大
教
授
）
の
「
三
根
圓
次
郎
先

生
略
伝
」
に
碑
文
か
ら
の
一
部
引
用
が
あ

る
の
を
は
じ
め
、
随
所
に
三
根
校
長
の
教

育
理
念
を
碑
文
の
文
言
を
使
っ
て
語
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
初
期
卒
業
生
の
文
に
は

記
念
碑
自
体
に
触
れ
た
も
の
は
な
い
。

　
よ
う
や
く
12
回
の
谷
吉
一
が
「
土
佐
中

學
校
の
清
浄
な
庭
に
あ
る
創
立
記
念
碑
は
、

先
生
の
大
理
想
を
裏
付
け…

、
向
か
う
べ

き
所
を
語
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
14
回
の

松
田
仁
作
は
「
草
創
以
来
人
道
正
義
を
高

唱
し
つ
つ…

、
胸
か
ら
胸
へ
と
伝
え
ら
れ

し
土
中
精
神 

筆
山
の
麓
鏡
川
の
畔
自
由
の

天
地
こ
の
理
想
の
学
園
」
と
記
す
。
16
回

の
川
島
徑
は
「
開
校
記
念
碑
は…

學
校
創

立
の
大
理
想
で
あ
り
、…

土
中
健
児
よ
、

奮
起
せ
よ
」
と
、
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
三
根
校
長
が
健
在
で
自
主
自

律
・
自
学
自
習
を
尊
ぶ
ご
本
人
か
ら
直
接

教
え
を
受
け
た
世
代
と
、
戦
雲
が
迫
る
な

か
二
代
青
木
校
長
に
記
念
碑
文
を
暗
誦
さ

せ
ら
れ
た
世
代
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、

初
期
土
佐
中
生
に
は
学
力
優
秀
な
が
ら
、

家
が
貧
し
く
中
学
に
は
進
め
な
い
境
遇

だ
っ
た
が
、
校
長
の
家
庭
訪
問
に
よ
る
審

査
や
、
給
費
生
制
度
（
授
業
料
免
除
や
学

費
の
支
給
）
の
お
陰
で
学
ぶ
機
会
を
得
た

生
徒
も
お
り
、
開
校
記
念
碑
に
た
よ
る
ま

で
も
な
く
校
長
や
創
立
者
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
冬
籠
帖
』
に
見
る
桂
月
の
晩
年

　
最
後
に
大
町
桂
月
の
最
晩
年
を
紹
介

し
よ
う
。高
知
に
二
度
目
の
帰
郷
後
の
、

1
9
2
2（
大
正
11
）年
か
ら
は『
桂
月
全
集
』

（
全
12
巻
　
興
文
社
）を
刊
行
、
こ
の
頃
か
ら

青
森
県
奥
入
瀬
川
の
蔦
温
泉
を
拠
点
に
、

北
海
道
・
東
北
の
名
山
を
探
勝
、
1
9
2
5

年
６
月
こ
の
蔦
温
泉
で
胃
潰
瘍
の
た
め
永

眠
す
る
。享
年
56
歳
で
あ
っ
た
。奇
し
く
も

同
年
１
月
に
学
友
・
中
城
直
正
も

上
京
中
の
交
通
事
故
が
も
と
で
亡

く
な
る
。数
年
後
、
桂
月
の
絶
筆
と

な
っ
た
『
冬
籠
帖
』
を
次
男
・
大
町

文
衛
（
昆
虫
学
者
・
随
筆
家
）
が
和

綴
の
豆
本
（
106×

83
ミ
リ
）
に
ま
と
め

て
出
版
、
わ
が
家
に
も
そ
の
１
冊
が

虫
食
い
だ
ら
け
だ
が
残
っ
て
い
る
。

　『
冬
籠
帖
』に
は
、
終
の
住
ま
い
と

定
め
た
蔦
温
泉
で
の
、
1
9
2
4
年

末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
暮
ら
し

ぶ
り
と
想
い
が
戯
画
を
交
え
て

綴
っ
て
あ
る
。
雪
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
素
朴
な
村
人
と
交
わ
り
な
が

ら
、
温
泉
と
酒
を
存
分
に
楽
し
ん

で
お
り
、
文
豪
と
い
う
よ
り
剽
軽

な
好
々
爺
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
燃
え

上
が
る
爐
の
火
か
ら
爐
国
（
ロ
シ

ア
）
の
赤
化
を
心
配
し
た
詩
も
あ

る
が
、
多
く
は
厳
寒
の
蔦
温
泉
の

自
然
と
く
ら
し
を
楽
し
げ
に
詠
っ

て
お
り
、
ス
ケ
ッ
チ
も
達
者
な
も

の
だ
。
画
文
を
い
く
つ
か
転
載
し

て
、
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

　『
向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
寄
稿
文
集

　
　２
０
２
０
│
２
０
２
４
よ
り
』

中
城

　正
堯

30
回
生
。
高
知
市
種
崎
生
ま
れ
。
土
佐

中
高
で
は
新
聞
部
。
学
研
編
集
長
・
く

も
ん
出
版
社
長
・
日
本
城
郭
協
会
理
事

長
を
経
て
、
国
際
浮
世
絵
学
会
理
事
。
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北
海
道
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
基
本
的
な

活
動
は
、
秋
に
開
催
し
て
い
る
支
部
総
会
と
支
部
便

り
の
寄
稿
で
し
た
が
、CO

V
ID

─

19
の
影
響
で
総
会
は

２
０
１
９
年
度
を
最
後
に
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
役
員
も
全
員
が
そ
の
ま
ま
留
任
と
い
う
こ
と

で
経
過
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
な
ん
と
か
開

催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
は
楽
し
み
で
す
が
、

最
近
の
物
価
高
の
影
響
で
懇
親
会
費
は
以
前
よ
り
も
高

く
な
り
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
全
国
で
熊
の
出
没
が
何
か
と
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
北
海
道
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
先
日
出
張
で
道
北
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
列
車
が

急
に
減
速
し
た
た
め
何
が
起
き
た
の
か
と
思
っ
て
い
た

ら
車
内
放
送
で
「
熊
が
前
方
を
走
っ
て
い
る
の
で
減
速

し
ま
し
た
」
と
の
放
送
。
前
方
に
行
っ
て
み
る
と
写
真

の
様
に
羆
が
線
路
の
上
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。
羆
も
本

気
で
走
れ
ば
時
速
60
㎞
位
で
走
る
そ
う
な
の
で
そ
れ
ほ

ど
減
速
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
暫
く
し
て
左
側
の
草

む
ら
に
逃
げ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
先
に
は
国
道
が

通
っ
て
い
る
の
で
国
道
を

渡
っ
て
逃
げ
て
行
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
誰
か
が
撮

影
し
た
こ
の
時
の
動
画
が

全
国
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
で

も
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
北
海
道
支
部
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
転
勤
、
進
学
な
ど
で
北

海
道
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
北
海
道

支
部
ま
で
連
絡
を
下
さ
い
。
本
部
を
通
し
て
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

関
東
支
部
で
は
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
よ
う
に
色
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
会
員
同
士
が
交
流
し
て
い
ま
す
。

●
筆
山
会
の
新
年
会
：
毎
年
１
月
の
新
年
会
は
、
年
の

最
初
に
行
う
明
る
く
華
や
か
な
集
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

筆
山
会
で
は
定
例
の
昼
食
会
や
囲
碁
将
棋
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

●
支
部
総
会
：
今
年
２
０
２
４
年

は
４
の
回
の
皆
様
（
34
回
生
か
ら

94
回
生
ま
で
）
が
入
念
な
準
備
を

行
い
、
東
京
の
日
比
谷
公
園
に
面

し
た
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

を
会
場
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
懐
か
し
い
映
像
も
駆
使
し
て
、

会
場
が
一
体
と
な
る
盛
大
な
会
と

な
り
ま
し
た
。
総
会
は
概
ね
６
月

に
開
催
し
て
お
り
、
高
校
を
卒
業

し
て
上
京
し
、
一
息
つ
い
た
こ

ろ
の
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

県
外
で
の
同
窓
の
つ
な
が
り
の
良

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

●
土
佐
ハ
イ
ク
の
会
：
毎
年
９
月
に
泊
ま
り
が
け
で
、

山
登
り
と
俳
句
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
伊
豆
の

金
冠
山
山
頂
か
ら
の
駿
河
湾
の
眺
め
を
堪
能
し
ま
し
た
。

は
ち
き
ん
会
：
女
性
会
員
を
中
心
と
し
て
、
食
事
や
歓

談
を
楽
し
ん
で
お
り
、
高
知
の
女
性
の
元
気
の
良
さ
を

感
じ
ら
れ
る
会
で
す
。
若
手
の
会
：
学
生
や
若
手
社
会

人
を
中
心
に
、
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
協
食

堂
を
会
場
と
し
て
、
低
コ
ス
ト
で
す
が
中
身
の
濃
い
ハ

イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
12
月
７
日
（
土
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
関
東
支
部
会
報
誌
の
「
筆
山
」
は
、
コ
ロ
ナ
期
間
中

も
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
年
に
１
、２
回
の
発
行
を
継

続
し
て
い
ま
す
（
編
集
部
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
）。
38
池
田
基
金
で
は
、
関
東
支
部
若
手
会
員

の
海
外
研
修
・
留
学
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
皆
勤
賞
で
参
加
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

初
参
加
の
方
や
数
年
ぶ
り
に
参
加
す
る
方
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
関
東
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
今
年
５
月
20
日
、
四
年
ぶ

り
に
東
海
支
部
総
会
を
ア
イ
リ

ス
愛
知
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
濵
田
一
志
校
長
先

生
は
じ
め
各
支
部
の
皆
様
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り

の
総
会
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
東
海
地
方
で
は
名
古

屋
駅
周
辺
の
再
開
発
が
一
段
落

し
た
後
、
現
在
栄
地
区
に
て
様
々
な
再
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
中
日
ビ
ル
の
建
替
え
が
終
わ
り
、

今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
７
階
ま
で
の
造
形

は
元
の
ビ
ル
を
彷
彿
と
す
る
造
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
上
の
９
階
か
ら
32
階
に
オ
フ
ィ
ス
・
ホ
テ
ル
が
入
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
中
日
ビ
ル
時
代
か
ら
あ
っ
た
高

知
県
事
務
所
が
７
階
全
国
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
に
再
開

発
後
も
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
更
に
は
錦
三
丁
目
25
番
街

区
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
お
り
、
地
上
41

階 

地
下
４
階 

高
さ
２
１
１
ｍ
の
超
高
層
ビ
ル
で
、
地

下
階
か
ら
低
層
部
に
パ
ル
コ
、
４
─
６
階
に
シ
ア
タ
ー
、

９
─
25
階
を
オ
フ
ィ
ス
、
７
─
８
階
と
26
─
36
階
を
外

資
系
高
級
ホ
テ
ル
と
い
う
複
合
タ
ワ
ー
と
な
り
、
栄
地

区
最
高
層
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
名
古
屋
三
越
栄
店
の
入
る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ビ
ル
も

建
て
替
え
に
よ
る
再
開
発
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、
地
上

34
階 

地
下
４
階 

高
さ
１
８
０
ｍ
で
、
再
び
三
越
が
出

店
す
る
他
、
中
層
部
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
高

層
部
に
高
級
ホ
テ
ル
の
誘
致
を
行
う
検
討
が
さ
れ
て

お
り
、
２
０
２
４
年
中
に
計
画
を
固
め
る
目
処
と
し
、

２
０
２
９
年
ま
で
に
建
て
替
え
る
方
針
で
す
。

　

名
古
屋
駅
の
リ
ニ
ア
発
着
駅
開
発
に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
東
海
地
方
の
更
な

る
変
化
に
是
非
ご
注
目
く
だ
さ
い
ね
。

関
西
・
再
始
動

　

去
る
６
月
２
日
、
久
し
ぶ
り
に
関
西
支
部
総
会
・
懇

親
会
を
復
活
開
催
し
た
。
前
回
の
開
催
は
２
０
２
０
年

２
月
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
、
か
れ
こ
れ
４
年
４
ヶ
月
ぶ

り
で
あ
る
。
そ
の
時
は
「
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
雰
囲
気
が
ま
だ
あ
っ
た
が
、
そ
の
２
ヶ
月
後
に
１
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
本
格
的
な
コ
ロ
ナ

禍
に
突
入
し
て
い
く
。
そ
し
て
関
西
支
部
と
し
て
も
活

動
が
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
た
。

　

２
０
２
３
年
度
に
な
っ
て
少
し
ず
つ
他
の
支
部
で
も

総
会
復
活
の
動
き
が
あ
っ
た
が
、
関
西
支
部
は
ま
だ
動

け
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
が
理
由
で
は
無

い
。
運
営
の
人
手
不
足
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
ろ
そ
ろ
関
西
支
部

と
し
て
も
動
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
立
ち
上
が
っ
た
の
は
去
年

の
暮
れ
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
関
西

に
移
住
さ
れ
た
小
村
前
校
長
先
生

（
49
回
生
）
を
取
り
込
み
、
体
制
を

一
新
し
て
、
２
０
２
４
年
度
に
復

活
す
べ
く
動
き
始
め
た
。【
関
西
・

再
始
動
】、
こ
こ
に
始
ま
る
─
─

　

総
会
復
活
に
あ
た
っ
て
は
案
内

状
の
簡
素
化
や
、
申
し
込
み
は

W
eb

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
メ
ー
ル
に

限
定
し
事
務
作
業
を
低
減
す
る
な

ど
、
総
会
運
営
の
働
き
方
改
革
も

士別近郊で羆

　
　

北
海
道
支
部

　
　

                

事
務
局
長　

山
本 

隆
昭（
53
回
生
）

　
　

関
東
支
部

　
　

                

幹
事
長　

町
田 

憲
昭（
67
回
生
）

　
　

東
海
支
部

　
　

                

事
務
局
長　

瀨
沼 

憲
司（
64
回
生
）

　
　

関
西
支
部

　
　

                

事
務
局
長　

岡
田 

晋
典（
76
回
生
）
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で
き
る
だ
け
や
っ
て
み
た
。Facebook

や
口
コ
ミ
で

も
宣
伝
し
、
小
村
先
生
に
は
教
え
子
さ
ん
に
声
を
掛
け

て
頂
い
た
。
前
回
の
参
加
者
は
50
名
ほ
ど
だ
っ
た
か
ら
、

今
回
の
目
標
人
数
は
80
名
と
し
よ
う
。
さ
て
何
人
集
ま

る
こ
と
や
ら
…
と
い
う
余
計
な
心
配
も
よ
そ
に
、
蓋
を

開
け
れ
ば
１
０
０
名
超
の
倍
増
。
ゲ
ス
ト
を
含
め
る
と

約
１
２
０
名
も
の
同
窓
生
が
集
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
り
ゃ
め
っ
た
、
こ
じ
ゃ
ん
と
多
い
ぜ
よ
。
関
西
弁
に

染
ま
り
忘
れ
つ
つ
あ
る
土
佐
弁
が
つ
い
口
に
で
る
。
会

場
の
キ
ャ
パ
は
１
３
０
名
、
も
う
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
る
。

支
部
最
多
動
員
数
を
誇
る
関
東
支
部
の
背
中
が
見
え
た
。

　

な
ん
だ
か
ん
だ
で
大
盛
況
を
納
め
た
こ
と
に
、
本
校

よ
り
濵
田
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
本
部
・
各
支
部
か
ら

多
数
の
ゲ
ス
ト
と
、
そ
し
て
何
よ
り
ご
参
加
頂
い
た
関

西
支
部
の
百
余
名
の
同
窓
生
へ
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

こ
れ
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
す
る

に
は
ど
う
や
っ
て
い
く
か
。
そ
し
て
当
日
の
不
手
際
と

い
う
改
善
の
タ
ネ
は
確
実
に
来
年
に
向
け
て
育
て
て
い

く
の
で
、
今
後
の
関
西
支
部
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　

今
年
２
月
、J
リ
ー
グ
・
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
の
翼
（
ウ

イ
ン
グ
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

が
、広
島
市
の
街
中
に
開
業
し
ま
し
た
。「
恒
久
平
和
と
、

夢
や
希
望
を
持
っ
て
明
る
い
未
来
へ
羽
ば
た
く
」
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
島
駅
周
辺
で
は
再
開

発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
２
５
年
春
に
は
、
さ
ら

な
る
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
島
で
の
支
部
総
会
で
は
、
支
部
会
員
が
同
級
生
に

直
接
連
絡
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
演
を
お
願
し
て
い

ま
す
。
私
が
支
部
長
を
務
め
た
２
０
１
２
年
か
ら
コ
ロ

ナ
で
中
止
さ
れ
た
期
間
を
除
く
、
11
年
の
期
間
だ
け
で

も
、
以
下
の
よ
う
な
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
塩
田
潮
様
／
絵
本
作
家

西
村
繁
男
様
（
40
回
生
）、
佐
竹
真
一
元
大
阪
国
際

大
学
教
授
／
森
郁
夫
前
関
東
支
部
支
部
長
（
41
回
生
）、

西
田
博
元
法
務
省
矯
正
局
長
（
47
回
生
）、
傍
士
銑
太

土
佐
中
・
高
理
事
長
／
村
木
厚
子
元
厚
生
事
務
次
官

（
49
回
生
）、
中
谷
元
衆
議
院
議
員
／
都
築
政
起
広
大

名
誉
教
授
（
51
回
生
）、
評
論
家
門
脇
護
（
門
田
隆
将
）

様
（
53
回
生
）、
濱
口
豊
ビ
ッ
グ
ビ
ー
ト
代
表
取
締
役

（
56
回
生
）。

　

各
分
野
で
ご
活
躍
の
多
彩

な
講
師
の
方
に
少
人
数
で

じ
っ
く
り
と
お
話
を
伺
っ
た

後
に
は
質
疑
応
答
の
機
会
も

設
け
ら
れ
、
大
変
贅
沢
な
時

間
を
過
ご
し
ま
す
。
ま
た
例

年
学
校
／
本
部
／
他
支
部
か

ら
ご
出
席
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
松
山
・
宇
部
・
呉
・
山

陰
か
ら
も
同
窓
生
を
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。
土
佐
弁
が
飛
び
交
い
、
年
齢
を
越
え
た

交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
２
０
２
３
年
の
総
会
で
は
、
北
村
和
弘
氏

（
52
回
生
T
H
）
が
支
部
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
11
月
９
日
の
支
部
総
会
で
は
、
腹
水
治
療

で
有
名
な
松
崎
圭
祐
要
町
病
院
セ
ン
タ
ー
長（
50
回
生
）

に
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
北
村
支
部
長
は
、
若

い
世
代
の
会
員
の
参
加
を
増
や
し
た
い
と
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
広

島
支
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

や
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
を
過
ぎ
た
昨
年
２
０
２
３
年
（
世

界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
は
２
０
２
３
年
５
月
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
終
了
」

と
発
表
）、
大
黒
英
男
・
前
支
部
長
（
46
回
生
）
と
交

代
し
、
私
（
服
部
哲
郎
（
43
回
生
））
が
支
部
長
役
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
支
部
便
り
で
あ
り

ま
す
の
で
、
２
０
２
０
年
の
「
向
陽
」
に
お
け
る
大
黒

前
支
部
長
の
香
川
支
部
紹
介
文
を
一
部
拝
借
し
ま
す
。

　
『
香
川
支
部
の
前
身
は
、
昭
和
50
年
に
発
足
し
た
四

国
電
力
向
陽
会
で
あ
り
、
当
時
は
20
名
程
度
の
一
企
業

内
の
集
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
母
校
や
四
国
銀
行
の

協
力
を
得
て
、
現
在
の
香
川
支
部
と
し
て
正
式
に
発
足

し
た
の
が
平
成
８
年
の
こ
と
。
初
代
支
部
長
に
は
、
香

川
大
学
法
学
部
の
土
田
哲
也
教
授
（
32
回
生
）
を
迎
え
、

総
会
の
開
催
日
も
７
月
第
一
土
曜
日
に
固
定
し
、
そ
の

名
も
一
年
に
一
度
の
再
会
を
願
っ
て
「
七
夕
総
会
」
と

命
名
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。』

　

私
自
身
は
、
瀬
戸
大
橋
開
通
の
年
（
昭
和
63
年
・

１
９
８
８
年
）
に
、
ひ
ょ
ん
な
ご
縁
で
東
京
の
会
社
勤

務
か
ら
香
川
大
学
に
赴
任
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
香

川
支
部
か
ら
の
案
内
を
頂
き
、平
成
17
年
「
七
夕
総
会
」

に
初
め
て
参
加
し
た
と
思
い
ま
す
（
当
時
も
土
田
教
授

が
支
部
長
）。
そ
の
頃
は
、
J
R
高
松
駅
近
く
の
シ
ン

ボ
ル
タ
ワ
ー
17
F
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
期
間
中
、
そ
の
場
所
が
利
用
不
可
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
場

所
変
え
を
行
い
、
ま

た
以
前
の
様
に
、
旧

交
を
温
め
る
べ
く
、

昨
年
２
０
２
３
年
か

ら
「
七
夕
総
会
」
を

復
活
、
レ
ク
ザ
ム

ホ
ー
ル
（
香
川
県
民

ホ
ー
ル
）
の
大
ホ
ー

ル
棟
６
F
「
シ
レ
ー

ヌ
」
で
開
催
す
る
こ

と
に
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
久
し
ぶ
り
に
集

ま
る
こ
と
で
、
同
胞

が
集
い
盃
を
交
わ
し
、

心
を
通
わ
す
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
、
以

前
に
も
増
し
て
嚙
み

締
め
る
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
徳
島
支
部
62
N
の
山
本
俊
輔

と
申
し
ま
す
。
我
々
徳
島
支
部
は
各
支
部
の
中
で
も
最

も
新
し
い
、
つ
ま
り
歴
史
も
浅
い
支
部
で
す
。
他
の
支

部
で
の
総
会
、
懇
親
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
び

に
歴
史
が
紡
い
で
い
く
会
の
重
み
を
実
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
講
演
会
や
勉
強
会
、
そ
う
い
っ
た
楽
し
み

も
盛
り
込
み
つ
つ
同
窓
生
の
皆
様
と
交
流
を
す
る
、
と

い
う
最
初
の
一
歩
の
部
分
を
毎
回
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
徳
島
に
も
阿
波
踊
り
が
本

格
的
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
中

止
さ
れ
た
り
規
模
を
縮
小
し
た
り
、
工
夫
を
重
ね
て
の

実
施
で
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
台
風
と
い
う
邪
魔
者

も
登
場
し
ま
す
。
し
か
し
、
２
０
２
４
年
は
久
々
に
４

日
間
晴
天
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。
よ
さ
こ
い
祭
り
の
よ

う
な
賑
や
か
さ
と
は
ひ
と
味
違
い
、
伝
統
と
と
も
に
あ

る
様
式
美
を
県
内
の
方
々
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
多
く

の
県
外
か
ら
の
お
客
様
に
も
堪
能
し
て
い
た
だ
い
た
よ

う
で
す
。
東
海
支
部
の
前
田
支
部
長
も
８
月
12
日
に
ご

友
人
と
お
越
し
に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
前
田
支

部
長
は
、
な
ん
と
よ
さ
こ
い
か
ら
阿
波
踊
り
、
と
い
う

強
行
軍
。
残
念
な
こ
と
に
宿
が
４
月
の
時
点
で
埋
ま
っ

て
お
り
、
高
松
に
ご
宿
泊
な
さ
い
ま
し
た
が
…
…
。

　

さ
て
、
徳
島
支
部
で
は
２
０
２
４
年
11
月
30
日
に
支

部
総
会
、
及
び
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
今
回
は
初

め
て
講
演
会
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
阿
波
踊
り
会

館
で
は
年
中
阿
波
踊
り
を

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
是
非
、

皆
様
も
高
知
か
ら
近
い
よ

う
で
意
外
と
訪
れ
る
機
会

の
な
い
徳
島
へ
お
越
し
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

2023 徳島支部総会にて

香川支部総会・締めの校歌斉唱時写真（2024年７月６日㈯＠レクザムホール）
左が指揮側：（中央）和田 庄平（81回生）、（左側）森田 能史（81回生）、（右側）辻 圭太（85回生）　
右が参加者

　
　

広
島
支
部

　
　

                

前
支
部
長　

沖
田 

道
子（
41
回
生
）

　
　

香
川
支
部

　
　

                

支
部
長　

服
部 

哲
郎（
43
回
生
）

　
　

徳
島
支
部

　
　

                

幹
事
長　

山
本 

俊
輔（
62
回
生
）
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2023.10.28先輩後輩交流会

講演する岩﨑智弥（87回生）

左／代　表・堅田和希（83回生）
右／前代表・吉良祝人（73回生）

土佐中学・高等学校　事務　千頭裕　〒780-8014　高知市塩屋崎町1-1-10
（TEL）088-833-4394　（FAX）088-833-7373　（E-mail）tosa@tosa.ed.jp　（HP）http://www.tosa.ed.jp
土佐中学・高等学校同窓会本部　会計幹事　千頭裕　〒780-8014　高知市塩屋崎町1-1-10
（TEL）088-833-4394　（FAX）088-833-7373　（E-mail）jimukyoku@tosaobog.com　（HP）https://www.tosaobog.com/
同窓会北海道支部　事務局長　山本隆昭　〒001-0018　札幌市北区北18条西6丁目 ARTE 88-305
（TEL）011-756-2817　（FAX）011-756-2817　（E-mail）yamat@den.hokudai.ac.jp
同窓会関東支部　事務局長　浦田理有　〒104-0061　東京都中央区銀座2-14-1 森山ビル4階 中央銀座法律事務所
（TEL）03-5565-1315　（FAX）03-5565-1316　（E-mail）m.urata@chuoginza-law.jp （HP）http://www.tosako-kanto.org/
同窓会東海支部　事務局長　瀨沼憲司　〒455-0064　名古屋市港区本宮町6-7-5 フォレスト本宮602
（TEL）052-837-5834　（E-mail）knzss@kza.biglobe.ne.jp　（HP）http://tosakotokai.web.infoseek.co.jp/
同窓会関西支部　幹 事 長　藤原由親　〒541-0046　大阪市中央区平野町1丁目7番1号 堺筋高橋ビル6Ｆ 税理士法人アクセス　気付
（TEL）080-9166-2400（FAX）06-6110-5419　（E-mail）y-fujiwara@act-cess.jp　
同窓会広島支部　事務局長　大谷準一　〒734-0007　広島市南区皆実町6-3-26-902
（TEL）082-253-5759　（FAX）082-254-7523　（E-mail）spat56z9@vesta.ocn.ne.jp　（HP）http://tosa-hiroshima.xii.jp/
同窓会香川支部　事務局長　野村喜久（担当=安岡和浩）　〒760-8573　高松市丸の内2番5号 四国電力(株)
（TEL）090-4788-2143（E-mail）yasuoa15529@yonden.co.jp 
同窓会徳島支部　事務局長　菊池義倫（担当＝藤坂徹）   　〒770-0841　徳島市八百屋町3丁目10-2 四国銀行徳島営業部
（TEL）088-622-4141　（FAX）088-623-6676   （E-mail）t-fujisaka301-p@shikokubank.co.jp

母
校
／
同
窓
会
本
部
／
各
支
部

　来年は創立105周年を迎えるわが母校。
　記念事業の一環として、恒例の同窓会会員名
簿を来年11月に発行する予定です。より精度の
高い名簿を会員の皆様にお届けするために、名
簿調査にご協力を宜しくお願い致します。
　名簿調査は往復はがきで行います。記載事項
に変更ない方も必ずご返信ください。
　返信のない方には、電話で確認する場合があり
ますのでご了承ください。

2025年
会員名簿調査のご案内

世界大会３位！！

創立105周年記念名簿作成委員会

来年５月予定

　
今
年
か
ら
先
輩
後
輩
交
流
会
の
代
表
幹

事
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
、
83
回
生
の
堅
田

和
希
と
申
し
ま
す
。
２
０
１
４
年
か
ら
続

く
当
会
で
す
が
、
私
は
２
０
１
６
年
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
時
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
当
時
、
ま
だ
高
知
の
知

り
合
い
が
ほ
と
ん
ど
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
当
会
を
通
し
て
仕
事
の
面
で
も
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
面
で
も
、
た
く
さ
ん
の
出

会
い
が
あ
り
土
佐
の
あ
り
が
た
さ
に
改
め

て
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
同
窓
会
で
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま

す
の
が
、
コ
ロ
ナ
前
の
士
業
の
土
佐
高
校

卒
業
生
の
会
の
際
に
、46
回
生
の
平
山
昌
信

さ
ん
が
「
損
得
を
抜
き
に
し
た
同
窓
生
と

い
う
繋
が
り
が
、
南
海
大
地
震
と
い
っ
た

有
事
の
際
に
こ
れ
以
上
な
い
力
を
発
揮
す

る
」
と
い
う
お
話
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
の
宝

庫
で
あ
る
土
佐
高
校
卒
業
生
の
力
が
結
集

す
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
希

望
を
持
っ
て
、
私
自
身
も
精
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
前
代
表
の
吉
良
先
輩
（
73
回
生
）
か
ら
、

代
表
引
継
ぎ
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
時

は
、私
に
は
過
分
な
お
話
を
頂
戴
し
た
と
、

す
ぐ
に
お
返
事
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
意
味
も

込
め
て
思
い
切
っ
て
引
き
継
が
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
幹
事

で
至
ら
ぬ
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
よ
り
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
会
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
、
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
輩
後
輩
交
流
会
を
引
き
継
い
で

堅
田 

和
希
（
83
回
生
）

　今年も無事向陽をお届けすることが出来、ホッとしてい
ます。今回は「５年ぶり」というワードが至るところで出て
まいります。
　やっと戻ってきた学校開催のホームカミングデー、支部
だより。頑張る現役生に負けず劣らぬ活躍を見せる土佐
高OBOG。これからも元気を与えられる紙面づくりに精
進してまいります。

　95回生の吉本美羽さん、岡本遥樹さんが率いる
ロックバンドがドイツで開かれた世界最大級の
インディーズコンテストで、世界第３位に輝いた！

編
集
後
記

副会長 北村恵美子（47回生）

THE・ステレオギャング

〈16〉


